
第三章､日本における韻文の歴史と芭蕉の文学史的位置

第一節､簸文の歴史

(-)､歌謡の古体

歌謡の始まりは叫び声にも近いような単純なものであり､民衆の共同生活の中から生み

出された｡一定の律26をもって楽器の伴奏に合わせて歌われ､唱えられる韻文は､文学史で

は歌謡と呼ばれている｡歌詞と音楽のほかに､多くは舞蹄があり､歌の文化が成熟するまで

は､人々は､一緒に歌ったり､掃ったりし､個人の分離がない生活を営んでいた｡そして､

身分や階級の差別もなく､一般的な共通の観念や感情だけであって､個人的な主張性があま

り見られないことが特色であった｡それは､民謡の起源を見ると分かる｡民族の生活の中で､

文字を持つ前から民衆が共同で作業し､共同で神祭をした｡その時､かれらは口から歌声を

流し､かれらの共同意識が高められ､共同の生活が支えられたのであろう｡初めは､歌声と

いうのは叫び声にも近いような単純なものであったろうが､共同生活の場において､繰り返

されることによって､次第に発達して､歌の形が作られた｡その後､民衆に最も親しい存在

になり､折りに触れて歌われていたと思われる｡そういうことから民謡は民衆の生活に深く

根付いていることが想像できる｡このことは上代の文献に残された民謡の遺産から推察で

きる｡長い時代にわたって､生み出された民謡は豊富な内容形式を持ち､多様性も持ってい

たものである｡

(二) ､古典歌謡一上代から室町時代に

定型が完成する以前の和歌は上代歌謡と呼ばれる｡民謡の発達には共同社会のさまざま

な集団行事などが大きな役割を果たした｡季節行事としての歌垣が､春と秋に､山で行われ､

男女の唱和を中心に歌謡を発達させる大きな契機となった｡

古い時代から歌舞と結びつき､あるいは様々な行事と結びついて伝承された歌謡は氏族

の間で説話の形になり､歌物語として､広く地方民間に伝えられた｡その伝えられた歌謡は

大和朝廷27による国家統一と､その政治の進展につれて､宮廷儀礼を通じて中央に流れ入っ

た｡変化を受けながら宮廷の大歌として演奏されたと考えられる｡ 『古事記』や『日本書紀』

に載る歌謡は宮廷の大歌が素材となっているものが多いと想像される｡更に､平安初期の古

歌謡の歌曲名と歌詞に､古事記の歌謡と一致する歌曲などがあるo上代の『古事記』 ･ 『日本

書紀』 ･ 『風土記』や､ 『万葉集』の中にも､多くの歌謡が含まれている｡上代歌謡の代表的

なものは『古事記』 『日本書紀』にある約二百四十一首の歌謡であり､それらは｢記紀歌謡｣

と呼ばれる｡

26律音階のこと､日本の伝統的な音階の一つ.

27日本最初の統一政権､ 4世紀の中頃､近畿地方に成立された｡
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記紀歌謡は､独立した歌だけではなく､様々な神話や伝説と結びついているものが多い｡

記紀歌謡には､色々な性質のものがあり､時代的にも様々なものが含まれ､歌の形は､不定

形律から徐々に五七の定型律の方向に進み､後に､長歌や短歌の形式が確立されるもととな

った｡しかし､伝えられてきた未定の形式の記紀歌謡が短歌の道を開いたことは想像される

が､表現内容及び形式は一致していないo歌謡の内容と形式が深く考えることによって記紀

歌謡の底まで触れることができると思う｡

●　『万葉集』

『万葉集』は､七世紀前半から八世紀中頃に至る約130年間の､天皇､貴族から下級官人

防人など様々な身分の人間が詠んだ約4500首の歌を二〇巻に収め､成立したo鮮明天皇28

から130年間の時代の歌は万葉集に収まれているが､歌風によって､四期に分かれる｡この

時期は歌風の大幅の変革が見られた｡歌は伝説から分離し､拝情詩として確立した｡

万葉集の四期は下記のようにまとめられる｡

第一期､鮮明天皇629年から壬申の乱29 (672年)までの約五十年間の期間を第一期と呼

ばれている｡この時期は天皇を中心の行事や出来事が詠まれ､歌は伝説から離れ､拝情詩の

形式になり､自然環境も歌の素材となったのである｡そして､和歌が独立してきた｡第一期

の代表的な作者として静明天皇や歌人の額田王30などがよく知られている｡

第二期､壬申の乱が終わった時代であり､古代国家も確立した時代から奈良遷都(710)

までの約四十年間の期間は第二期と呼ばれている｡この時期の特徴は長歌が完成したこと

である｡この時期の代表的な作者には､柿本人麻呂と高市黒人がいる｡人麻呂は宮中の歌人

として活躍し､その作は長編で､一方､黒人は短歌が多かったo両者とも同時代の歌人であ

ったが､黒人は人麻呂と違って独自性の強い歌が特徴である｡他の主な作者に大伴旅人･長

奥麻呂などがいる｡

第三期､奈良遷都以降から天平五年(733)までの約二十年の期間は万葉集の第三期と呼

ばれる｡この時期､貴族の間に政治的陰謀が渦巻く､社会不安の時代でもあった｡けれども､

この混乱の社会の中でも漢学の教養を受けた知識人などが生まれ､批判的､内省的な方向に

分化した個性が現れてきた｡こうした中で､山部赤人は自然の美を措き､山上憶良は､社会

の矛盾や､生活の苦難を歌の素材として歌の世界に取りあげた｡高橋虫麻呂は伝説に取材し､

浪漫的な心情を導入した｡

第四期､天平六年から天平宝字三年(759)までの二十五年間の時期は第四期と呼ばれる｡

この時期の主な歌人の大伴家持は大伴旅人の子として名門大伴家を継ぎ､自家の勢力を回

28　じょめいてんのうー第4昌代天皇593年から641年

29　じんしんのらんとは日本古代最大の内乱である｡

30ぬかたのおおきみは日本の代表的な女流万葉歌人である｡
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復しようとしたが､藤原家と他の新興勢力に負け､悲劇的な政治生活を送った｡他に大伴坂

上郎女も『万葉集』の代表的歌人であり､ 『万葉集』には長歌･短歌合わせて8 4首が収録

されている｡

歌体からみると､ 『万葉集』の場合は､その初期に五音･七音の句はほぼ定着しようとして

おり､五･七を重ねて､最後に七で留めて長歌､五･七･七の片歌､五･七･七･五･七･

七の旋頭歌､五･七･五･七･七･七の仏足石歌体歌などがあるが､五･七･五･七･七の

短歌形式が時代の進行とともに多数を占めるようになる｡

●　平安･鎌倉･室町時代の歌謡

平安時代には人々の間に流行した歌謡が宮廷の中にも入り込み､古代における｢大歌｣つ

まり儀礼歌が宮中で演奏され､歌われた｡けれども風俗として見られた東国の歌は宮廷から

分離され､十一世紀後半から｢今様｣に代わって行った｡

今様は宗教を中心とする歌で､人間生活における様々なものを素材とした流行歌謡のこ

とである｡今様は十二世紀後半に後白河天皇によって『梁塵秘抄』に収集されたものである｡

今様は債儲子や､遊女などの専門芸能者が歌ったり､舞ったりして流行し､貴族の遊宴まで

欠かせない芸能となった当代の新しい歌だった｡ ｢今様｣の多くの音数律は四･四･五であ

り､素材は幅広く､恋愛や無常または仏縁もあった｡鎌倉初期には武士や白拍子も今様に近

づき､親しんで歌ったようだが､やがて今様はその位置を失い､ 『徒然草』に出て以来､明

治末年まで見えなかった｡

宴曲は｢早歌｣とも言われ､鎌倉中期から室町時代にかけて､貴族･武家･僧侶の間で流

行した歌謡の一つである｡法師(説経師)になろうとする者が仏事後の酒宴などのために｢早

歌｣を習ったという説もあるo内容は物づくし､道行きの歌で､多くは七五調で作られてい

る｡十三世紀後半から十六世紀に東国で広く行われた歌謡である｡

『閑吟集』は室町後期の歌謡集であり､鎌倉末期から室町時代にかけて､武家を中心に貴

族､僧侶などの間に流行した宴席のうたいものなどを合わせて､ 311首が収録されているo

全一巻で編者は未詳だが､連歌師の宗長が編集したという説もある｡ 『閑吟集』は宴曲ある

いは歌謡も含み込みつつ,小歌を中心に編纂されており､宴曲後の歌謡の様相を示している｡

｢小歌｣とは､平安時代の宮廷行事で､男声の大歌に和して歌った女官の歌であり､また､

女声歌謡の一般をも指したものである｡本来的には､ ｢大敵｣に対応するもので､民間で行

われた俗謡を意味したが､ 『閑吟集』の小歌は大方､四句からなる短い歌詞の歌謡を言うo

宴曲が仏教あるいは儒教を基調にして古典世界に典拠を求め､比較的長い歌詞から成るの

に対し､小歌は､恋愛を中心として当時の民衆の生活や感情を表現したものが多く､江戸歌

謡の基礎ともなったo
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●　宮廷文学以前

貴族の生活には文学は直接的には影響を与えるものではなく､和歌はそのまま詠まれる

ものではなかったが､勅撰が変化のきっかけとなった｡民間の生活に繰り返された伝統にな

ることによって､男女交会の道具として詠まれ､また謡物として歌われ続けたのである｡そ

うして和歌はやがて十世紀の初めに古今和歌集が編纂されるに至って､宮廷文学として繁

栄したのである｡そして､和歌が繁栄する条件として重要なことは､男子の漢詩文の世界に

対する､平仮名の発達であるo仮名文字が普及によって文化の一環になり､宮廷文学に大き

な影響を与えた｡

●　『勅撰和歌集』の時代

『勅撰和歌集』は､延喜五年(905年)､天皇の命令によって編集された『古今和歌集』に

始まり､ 『新続古今和歌集』までの534年間で21集がある｡

二十巻の『古今和歌集』は最初の勅撰和歌集で､醍醐天皇の命令によって編集された｡主

な撰者は紀貫之を初め､凡河内窮恒､壬生忠琴､紀友則であった｡彼らは千百首の和歌を集

め､二十巻に分類した｡分類としては春歌上･下(巻一､二)夏歌(巻三)､秋歌上･下(巻

四､五)､冬歌(巻六)､賀歌(巻七)､離別歌(巻八)､帝旅歌(巻九)､物名歌(巻一〇)､

恋歌(巻一〇一～一五)､哀傷歌(巻一六)､雑歌上･下(巻一七､ -八)､雑体歌･俳許歌

(巻一九)､大歌所御歌(巻二〇)である｡ 『万葉集』から『古今和歌集』の時代までは約百

五十年間の開きがあるので､歌風の変革があった｡音数律は五七調から七五調に変えられ､

題材も限定されるようになった｡こうして､和歌は宮廷文学の中心として発達してきた｡代

表的歌人としては､紀貫之､素性法師などが有名であり､また女性歌人の伊勢を合わせて､

作者数は122人であるが､四割の歌の作者は､ ｢読み人知らず｣である｡幅広く集められた

ことが､その歌集の価値をを高めているのだといえる｡

●　『後撲和歌集』

『後撰和歌集』は村上天皇の下命によって編纂された｡後撰和歌集は二番目の勅撰和歌集

であるが､古今集のような序文が付いていないため､その成立年時は不明である｡後撰和歌

集は二十巻であり､個別すると､春(上･中･下)､夏､秋(上･中･下)､冬､恋(六巻)､

雑歌(四巻)､離別､賀歌であり､総歌数は1425首であるo　この勅撰の特徴として､贈答歌

が多く､そして詞書も長く書かれているo代表的な作者としては紀貫之と伊勢がいて､他に

は貴族たちの歌も多く入っているo

●　『拾遺和歌集』

『拾遺和歌集』は第三番目の勅撰和歌集であり､この和歌集にある歌物語が流行し､後の

散文の日記や物語に大きな影響を与えたo拾遺和歌集は十一世紀の初期､花山天皇によって
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編纂された｡花山天皇は和歌をもって君臣和楽を志し､歌合･犀風歌に措かれた四季の物事

や山水などの絵を題にして詠んだ歌が盛んになった｡拾遺和歌集は二〇巻構成で､紀貫之

(107首)､柿本人麻呂(104首)などの歌が集められているo

●　『後拾遺和歌集』

『後拾遺和歌集』は白河天皇の下命によって撰集作業が始まり､ 1086年頃に完成された

第四代勅撰集である｡撰者の藤原通俊は白河天皇の側近として政治的にも力を振った｡そし

て､和歌の世界でも歌合の復活に努めた｡ 10世紀末から11世紀前半にかけては､藤原道長

を中心とした藤原摂関政治の下に､後宮文化が花開いた時代であることが知られている｡後

宮文化を女房として支えた清少納言･紫式部･赤染衛門･和泉式部などの女流歌人･作家が

輩出した時代である｡こうした女房と公家たちとの交渉が多くの和歌を生み､様々な散文の

素材ともなった｡ 『後拾遺和歌集』の主な歌人は和泉式部(67首)､赤染衛門(32首)､能因

法師(31首)である｡全体として現実的､客観的な傾向を持ち､清新の歌風が著しくなっ

た｡

●　『金菓和歌集』

『金菓和歌集』は『後拾遺和歌集』が成立して約40年後の12世紀前半に編纂される｡

『金葉和歌集』は白河天皇の二番目の撰集であり､今までの勅撰集が二〇巻構成であったの

に対し､この撰集は一〇巻構成とほぼ半分の規模であるo構成は春･夏･秋･冬､賀歌､離

別､恋(上･下)､雑歌(上･下)の十巻である｡そして､十巻の構成の勅撰集は､この『金

菓集』と次の『詞花集』しかない｡撰者たちの歌が最も多く､その他同時代の歌人の歌が大

半を占め､当代文学としての性格をもっていた｡

●　『詞花和歌集』

『詞花和歌集』は八代集の第六にあたる勅撰和歌集である｡崇徳天皇の命によって､藤原

顕輔が撰集した｡ ｢詞花和歌集｣も十巻構成であるが､両者の違いで最も顕著なことは『金

菓集』が当代重視であったのに対し､ 『詞花集』では後拾遺時代の歌人つまり､和泉式部(16

首)､赤染衛門(8首)を重視する方針をとっていることである｡

●　『千載和歌集』

『千載和歌集』は勅撰和歌集の一つで､八代集の第七であるo後白河天皇の命令によって

文治三年(1187)に藤原俊成が撰集した｡ 『千載和歌集』は二十巻で､伝統性を重視しつつ､

新風を目指したo千載和歌集の構成は春(上･下)､夏､秋(上･下)､冬､離別､帝旅歌､

哀傷歌､賀歌､恋歌(五巻)､雑歌(上･中･下)､釈教､神紙が二十巻の部類である｡歌数

は1288首で､そのほとんどが短歌である｡
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●　『新古今和歌集』

『新古今和歌集』は鎌倉時代初期に後鳥羽天皇の命令によって編集された｢勅撰和歌集｣

いわゆる八代集の最後にあたるo 『新古今和歌集』は二〇巻で､内容は春歌(上下)､夏歌､

秋歌(上下)､冬歌､賀歌､哀傷歌､離別歌､蒔旅歌､恋歌(一～五)､雑歌(上中下)､神

祇歌､釈教歌となる｡ 『新古今和歌集』は古今以来の伝統を引き継ぎ､かつ独自の美の世界

を現出したoそして､和歌のみならず後世の連歌･謡曲などに大きな影響を残したo

●　『新勅撰和歌集』

『新勅撰和歌集』は後堀河天皇の命令によって､藤原定家が『新古今和歌集』の約30年

後に撰集した｡この時期は､ 『新古今集』 -の興味が薄くなり､歌壇の方向性も失われてい

たoそして､天皇中心の文化は武家勢力の圧倒的な優位にかわり､歌風の状況が乱れていたo

晩年の定家の和歌は､余情の表現を中心とした新古今時代の歌風から､平明な歌風-転回し

たo　この歌風が『新勅撰和歌集』に反映されているo 『新勅撰和歌集』は二十巻で､部立は

四季､賀歌･帝旅歌･神祇･釈教･恋歌･雑歌などがある｡そして､藤原家隆(43首)､藤

原俊成(35首)などが主な歌人である｡

第二節､芭蕉の生涯と作品

(-)､芭蕉の誕生と俳許との関わり

芭蕉の生涯を文学生活の面からたどって見ると､文学史上､芭蕉ほど人間的魅力のある人

物はそう多くない｡江戸時代前期の俳誇師である松尾芭蕉は寛永二一午(1644)伊賀の国上

野(現在の三重県)で松尾与左衛門の次男として生まれたo芭蕉は一人の兄(松尾半左衛門)

と一人の姉と三人の妹がいた｡本名は松尾宗房､幼いころは金作と呼ばれていた｡父母､兄

弟については､次のように伝えられている｡

(松尾与左衛門家の家族)

松尾与左衛門 剴穀n氏の娘 

(父) 母) Ā

半左衛門　　　山岸家-稼ぐ　　忠右衛門　　　片野氏　　　堀内氏　　およし

(兄)　　　　(柿)　　　(芭蕉)　　　(妹)　　(妹)　　(妹)

松尾家は下級武士で農業を行い､母は伊賀のす地家の出であった｡兄の半左衛門は藤堂家

に仕えるo父の死後は､長男として家を守ったo姉は山岸家-稼ぐo夫､陽和は､同じ伊賀
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の士分であったと言われている｡妹三人のうちの二人はそれぞれ片野氏､堀内氏-稼いだ｡

もう一人の妹のおよしは､兄半左衛門の養女となったと言われている0

芭蕉は､ 13歳の時父を亡くし､ 18歳の時､藤堂藩侍大将の藤堂良忠に料理人として出仕

する｡ 2歳年長の良忠は藤堂良精の三男だったが､二人の兄弟が早死にした結果嗣子となり､

18歳のとき結婚したが､死別する｡この良忠が俳譜をたしなみ､京都の北村季吟に師事し

たことが､芭蕉と俳許が結び付くきっかけであった｡文事を重んじた藤堂家は和歌をたしな

んだと言われ､良忠が当時流行していた俳許に親しんだことは不思議ではない｡芭蕉は良忠

から俳譜の伝授を受けて詠み始めた｡そこで､良忠は芭蕉の名を､本名の宗房/ ``むねふさ''

から``そうぼう''に変えた｡そして芭蕉は俳譜を``そうぼう''という俳号で書き始めた｡芭

蕉の俳譜の作品で現存の文献に見える最初期のものに芭蕉が21歳の時出版された松江重頼

編の『佐夜中山集』に掲載された次の二つの句がある｡

姥桜さくや老後の思ひいで　　　　　　　松尾宗房

月ぞしるべこなたへ人らせ旅の宿　　　松尾宗房

ところが､芭蕉が23歳になった寛文六年(1666)良忠は25歳の若さで病死した｡寛文六

年からの芭蕉の動静は不明だが､京都に出て学問を究め､和学を北村季吟に､書道を北向雲

竹に､漢学を田中桐江に､詩を伊藤坦庵に学んだとの説がある｡寛文十二年(1672) 29歳の

正月､芭蕉は､当時の流行唄を詠み込んだ自分と他の歌人の発句60句を左右に配して､こ

れまた流行唄や流行語を縦横に使った三十番の発句合わせを編んだ『唄おほひ』という作品

を発表したo　これは後に江戸で出版されたo

(二)､江戸へ下る

芭蕉が俳譜師として立っために江戸-下ったのは江戸に新進俳人の栄える余地があった

からである｡当時の京都と大阪は他の俳人いわゆる､京都は松永貞徳に始まる貞門俳壇の本

拠地､大阪は西山宗因を総師と仰ぐ談林俳許の発祥地で､ともに新進俳人の栄える余地がな

かった｡江戸-下った芭蕉はまず日本橋小田原町の借家に俳誇師の看板を出すことにした｡

その時､日本橋は市中経済の中心地であるとともに､俳許の愛好者である富裕な町人が多く

住み､江戸俳壇の中心地でもあったからである｡そして芭蕉は俳号として桃青を名乗った｡

桃青の号は文献では延宝三年(1675年)から見える｡季吟あるいは仏頂禅師による名号だ

ったという説もある｡同年の五月には東下中の談林派の中心俳人西山宗因を歓迎する百韻

連句に桃青として参加した｡翌年の延宝四年(1677年)の6月に帰郷し､親友･旧友と再

会を喜び､それからしばらくの間､京都に滞在し､七月にまた江戸-帰った｡

延宝五年(1678年) ､松尾芭蕉は俳人としての収入では満足できる生活の安定を得られな

かったため､延宝八年(1680年)までの4年間､神田川上水の普請工事に水役として携わ

っていた｡これについては､甥の桃印の扶養のためであったという説と､当時恋愛中の女性

がいたためであるという説などが存在する｡

一方､芭蕉は34歳(1677)の冬に京都から来た俳人の信徳をまじえ､親交のある信章素
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堂と三人で百韻一巻を作っている.翌年の春には､この三人で百譲二巻を作り､ 3月にその

三巻をまとめて出版した｡これが『江戸三吟』である｡俳許師桃青の名は次第に京都･大阪

にも知られ始めた｡延宝八年(1680)の冬､芭蕉は江戸俳壇の中心日本橋を去り､生活の資

を少数の門人の喜捨にゆだねて川向こうの徳川家康によって新開拓された深川の草庵に隠

栖した｡深川に隠栖した理由として挙げられるのは一つには市中の喧騒と､不特定多数の顧

客を対象とした俳許師生活の俗臭に耐えかねたことが挙げられる｡この草庵には日本橋の

大きな魚商だった門人杉風の家の生箕があり､その小屋を改造して芭蕉を迎えたと伝えら

れている｡入庵当時はまだ新開のさびしい土地であったので､李下という門人が庭に｢バシ

ョウ｣を植えたが､植物の芭蕉がよく根づき繁茂したので､人々は草庵を芭蕉庵と呼ぶよう

になり､やがてそれは芭蕉の称呼になったo

(≡)､旅の始まり

天和二年(1682)刊の『俳誇関相撲』は歌仙一巻が三都18人の俳許師によって詠まれ､

芭蕉もそのなかに選ばれている｡なお､この年の俳書では千春編『武蔵曲』に6つの発句が

入集されており､芭蕉が俳人として有名になってきたということが分かる｡いっぽう江戸で

は不幸なことに大火が相次ぎ､天和二年12月に駒込の大円寺を火元とする大火のために深

川の草庵が急火に囲まれた｡芭蕉は庵の類焼により､甲斐の国谷村の友人の高山を訪ね､天

和三年(1683年) 6月に江戸に戻るまで世話になった｡同年6月に母が郷里で没した｡天和

三年の冬､江戸で門人たちが芭蕉庵を再建し､芭蕉は新庵に入った｡この庵を中心とした生

活は､元禄七年(1694) 5月､芭蕉が最後の旅に出るまで続くことになった｡

貞享元年(1684)8月､この秋､芭蕉は門人千里を伴って最初の紀行いわゆる､野ざらし

の旅に出る｡旅の詩人としての芭蕉らしい旅はこれから始まるのである｡ 『野ざらし紀行』

の旅には､少なくとも二つの目的があった0 -つは前年6月に亡くなった郷里の母の墓参り

であり､もう一つは友人と会うことだった｡松尾芭蕉は酉に進み､愛知､岐阜､滋賀､特に

琵琶の湖の南側を通った｡何人かの門人も出来､貞享二年(1685年)に江戸の芭蕉庵に戻

った｡この紀行で芭蕉は山本符号と一緒に名古屋で五つの歌仙『冬の日』を詠んだ｡これは

蕉風を代表する最初の作品であり､ここに蕉風俳諮確立の第一歩が見られると言われてい

る｡

『鹿島紀行』は『野ざらし紀行』を終えて2年後､芭蕉44歳の時､鹿島の根本寺に戻っ

た仏頂から､月見に来ることを勧める手紙が届いた｡深川での生活を始めてから7年がすぎ

た貞享四年(1678年)､芭蕉は曾良､宗波を伴い､秋の月見をかねて深川から船に乗り､鹿

島の根本寺の仏頂を訪ねた｡それから潮来の医師本間自準(俳号松江)と会って､江戸-帰

ってきたo続いて『笈の小文』という俳許紀行文がある.この旅は1687年10月に江戸深川

を出発し､故郷伊賀-出て､ 11月に名古屋に着き､三河の国の若い門人･杜国を訪ねるも

のであった｡芭蕉が杜国と初めて会ったのは『野ざらし紀行』の旅の途中に名古屋に立ち寄

り連句を詠んだときだった｡その後､芭蕉は伊勢･吉野･大和･須磨などを旅行し回ってい
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る｡

『更級紀行』は貞享五年(1688年) 8月､芭蕉が越人を伴って､名古屋から木曽路･更科

を経て､江戸に帰るまでの旅を叙したものである｡これはその前の年の10月に江戸を発っ

た『笈の小文』の旅に続くものである｡ 『笈の小文』は須磨･明石訪問をもって完結してい

るが､その後も旅は続けられ､京都･大津･名古屋･鳴海を巡っている｡両者は同じ旅の紀

行文ということになるが､しかしながら､紀行文の形式から見ると､ 『笈の小文』は時間的

な経過に従って叙述され､散文と発句が配置されているのに対し､ 『更科紀行』は､散文が

主で､発句が後に一括して載っている｡

『更科紀行』の旅から江戸深川の芭蕉庵-戻って､元禄二年(1689)の正月を迎えると､

芭蕉は『奥の細道』の旅に出ることを思い立ち､芭蕉庵を売って､杉風の別荘に移った｡そ

して､ ｢草の戸も住み替わるよぞ雛の家｣を旅の発端として､家の柱に上記の俳句を残した

のであるo元禄二年3月から9月にかけての『奥の細道』に至る一連の旅の季節が始まるo

松尾芭蕉の『奥の細道』は江戸から大垣までの旅を中心に書いたものであり､人と人の付き

合いを通して旅で直面した様々な人間関係が明確に表現されている｡松尾芭蕉は旅でいろ

いろな場所に行き､様々な人と出会って､その時代の習俗と土地の歴史に直面した｡ 『奥の

細道』は｢月日は百代の過客｣という文章から始まり､現代はこの旅から三百年の年月を経

たが､これは世代にすれば百世代のことになる｡ 『奥の細道』は日本の北国に生きる自然や

人々と､その時折の俳句を織り交ぜて措いた紀行文である｡芭蕉は基本的には弟子の曾良の

みを連れてほとんどの行程を歩いた｡ 9月3日､大垣に到着したところで『奥の細道』とい

う紀行の旅は終わった｡大垣では｢蛤のふたみに分かれ行く秋ぞ｣と言う俳句を友人や門人

との別れを大垣で著し､旅を締め括った｡その後､伊勢に向けて発した｡芭蕉は``旅の詩人''

と呼ばれ､生涯を旅の中に明け暮れたように思われたが､紀行文を残した旅は､この5回に

限られている｡

(四)､最後の旅

元禄二年の9月下旬､芭蕉は久居の知人を訪ねて二､三日泊まる｡芭蕉の姉の嫁ぎ先が久

居であったとする説もある0 12月中の京都滞在中､去来に｢不易･流行｣の理念を説き､元

禄三年(1670)の1月3日､芭蕉は伊賀に帰った｡元禄四年(1671年)の4月18日に嵯峨

に入り､ 5月4日まで泊まった｡嵯峨での17日間の記録は嵯峨日記と言われている｡この

ころ『笈の小文』が成立したと言われている｡ 10月28日､江戸に帰った｡帰着後､日本橋

の彦右衛門方の借家に落ち着いた｡元禄五年(1692)年の5月下旬､三軒目の芭蕉庵が竣工

された｡杉風は芭蕉の経済上の面倒を見たと言われている｡元禄七年(1694)の4月に『奥

の細道』は成立した｡ 5月頃､芭蕉は帰郷のため江戸を旅立った｡ 5月1日､次郎兵衛を伴

い､帰省につく｡曾良も途中まで同行した｡品川までは人々に見送られた｡ 5月13日に箱

根で一泊し､曾良と別れた0 28日故郷の上野に着いた0 9月8日右衛門を伴い故郷を出て､

奈良を経て大阪に着いた｡旅の途中病に倒れ､大阪･御堂筋の花屋仁左衛門宅で去来の門人
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に囲まれ｢旅に病んで夢は枯野をかけ廻る｣の句を残して10月12日に客死した｡

芭蕉紀行文の略年譜

(松尾芭蕉は正保元年(1644)に生まれた｡)

貞享元年(1684)　　　8月｢野ざらし紀行｣の旅に発足

貞享二年(1685)　　　4月江戸に戻る｡

まもなく『野ざらし紀行』執筆開始

同年(秋ごろ)　　　　　　『野ざらし紀行』第-稿

(芭蕉真蹟巻子本)が成立

貞享四年(1687)

同年(1687)

同年(1687)

貞享五年(1688)

元禄二年(1689)

元禄三年(1690)

元禄四年(1691)

8月｢鹿島詣｣の旅におもむく

江戸帰府､ 『鹿島詣』まもなく執筆開始

10月25日｢笈の小文｣の旅に出る

/ (元禄元年8月11日｢更科紀行｣の旅に出る

3月27日｢おくのほそ道｣の旅に発足

『更科紀行』が成立

4月18日より5月5日

｢嵯峨日記｣が始まる｡

元禄四年頃(1691)　　　『笈の小文』が成立

元禄五年の後半(1692)　『おくのほそ道』が執筆開始

元禄七年(1694)　　　『おくのほそ道』の草稿が完成

(元禄七年(1694) 10月12日に松尾芭蕉は大阪で客死した｡)

元禄十五年(1702)

宝永元年(1704)

宝永六年(1709)

宝暦二年(1752)

宝暦三年(1753)

明和五年(1768)

『おくのほそ道』が刊行

『更科紀行』が刊行

『笈の小文』が刊行

『鹿島詣』が刊行

『嵯峨日記』が刊行

『野ざらし紀行』が刊行

第三節､文学史における芭蕉の位置

(-)､和歌から俳許へ

中世の後期の時代に入ると武士や庶民が台頭してくることによって､和歌には笑いな

どをテーマにして何人かの歌人たちが一緒に詩を五一七一五一七一七一五一七一五一七一

七の音節で作るようになり､それは後の俳譜の発端となった｡最初は｢俳譜之連歌｣と呼ば

れるものであった｡

108



時代を振り返ってみると､連歌は南北朝時代から室町時代にかけて和歌の沈滞した際に

大成された､日本の伝統的な詩形の一種であるo連歌は一首の短歌の上下を二人で唱和する

ことから起こった｡多人数による連作形式を取りつつも､厳密なルールを基にして全体的な

構造を持つ｡和歌の強い影響のもとに成立し､後に俳許の連歌や俳句がここから派生してい

る｡連歌は五七五､七七を交互に連ねて五十句､百句に及ぶもので､句数が重なっても､そ

の中の二句ずつが意味･気分の上で繋がっていれば連歌になるo何人かが-座して作る共同

制作の文学であり､このような文学が生まれたのは集団的な時代思潮の影響があったから

であろう｡

連歌の大成者は二条良基であり､彼は最高の貴族政治家であるとともに古典の知識も深

く､歌道を復興した文学者であった｡特に連歌に熱心で､延文元年(1356)に最初の連歌撰

集である｢菟玖波集｣二十巻を編纂したoそして､彼は多くの連歌をまとめて一つの歌集を

作成した作業によって､連歌の第一流の文学としての地位を確立した｡

連歌はもともと機知の文学として発生したが､やがて和歌と肩を並べるようになった｡

その後､ ｢俳許之連歌｣と名付けられ､ ｢俳語之連歌｣がやがて｢俳許｣とのみ呼ばれるよう

になり､近世に入ると全国的に盛んになった｡

●　貞門俳譜

近世初期は新しい学問の繁栄や印刷術の発達､あるいは仮名草子の流行などによって､庶

民に文字文化が普及した時代であったが､また俳許という新様式の文学を確立した時代で

もあった｡そして､俳語は庶民教化に重要な役割を果たした｡前の時代に｢言い捨て｣の娯

楽として楽しまれてきた俳許の連歌は､中世末期に､何人かの俳許師の努力で独自の様式を

形成する機運を生じたが､それでも当時の俳許は文学性の低いものに過ぎなかった｡近世に

入って庶民層に文学享受の欲求が高まるにつれて､俳許は平易さから親しまれ流行した｡こ

の頃､松永貞徳が京都に出て､俳許の式目を制定し､ 『犬筑波集』によって作法を定め､俳

許のジャン′レを確立したo松永貞徳は武家に生まれ､父が連歌師でもあったことから連歌を

学び､中世的､伝統的な環境の中に育った｡かれの俳諦観は､俗語や漢語などで賦する連歌

ということに基準をおき､俳壇の中心的な存在となった｡この貞徳の門流を貞門という｡

●　談林俳譜

貞門の俳許は連歌から独立した文芸の一つで､庶民階級の文学的な欲求を満たしたが､言

語遊びの面白さにとどまったので､まもなく貞風に飽きる俳人たちが次第に増えていった｡

そこで､大坂町人階級を背景に俳譜革新の動きが起こった｡それは西山宗因を中心とする談

林派であった｡西山宗因は肥後(今の熊本県)の八代の武士であったが､大坂天満神の連歌
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の宗匠となった｡そして､松江重頼31らの影響もあって､俳語に親しむようになった｡やが

て､独自の俳静観のもとに作風を示した｡この西山宗因を中心とする談林派によって､新傾

向の作品が相次いで発表され､その俳譜は数年で全国的な流行を見た｡こうした談林俳譜の

興起によって､はじめて庶民階級の文学が発生したo談林派の主要作家として､江戸に｢談

林十百韻｣の編者の田代松意､京都に田中常矩､大坂の井原西鶴などの有力俳人がその指導

を担い､談林俳人として活躍した｡

一方､談林の俳語は貞門の保守性を脱したものの､句風と奇抜な見立てを基調としていた

だけに､その流行に伴って文芸としての詩情を失い始めた｡宗因自身も晩年には俳語を廃し､

連歌に帰ったといわれる｡常に時流の先端を切っていた西鶴の俳許の素材とした現実生活

の描写も､俳許形式においてはすでに限界に達していた｡宗因が亡くなると､流れは決定的

となり､談林俳許はここに終わったが､それが行き詰まって蕉風が起こったということにな

る｡また､談林俳許は貞門俳許が和歌優美の世界に近寄せた振り子を､また非優美の方-振

り戻し､やがて､非優美の美と言える､新しい美の世界を切り開く芭蕉の登場を準備したの

である｡芭蕉自身も宗因の談林俳許の史的意義を評価している｡

(二)､芭蕉の登場

芭蕉が21歳の時出版された松江重頼編の『佐夜中山集』に掲載された次の二つの句は､

芭蕉は最初の撰集である『貝おほひ』には判詞などを自分で書いているが､それは談林俳譜

の中で斬新な内容であった｡

江戸に出てから芭蕉は､大坂の西山宗因を迎え､俳許百韻に参加し､談林俳許に傾倒して

いった｡この百韻には季吟門の山口信章(のち素堂)などが参加しており､芭蕉は彼らと親

交を深め､宗因流談林俳許の熱烈な支持者として活動を始めた｡俳号もこの延宝三年に宗房

から桃青に改めた｡俳号を変えたことは貞門から談林-という俳風の転換点となったと考

えられる｡延宝四年(1676)､桃青(芭蕉)は百譲二巻を興行した｡その後､芭蕉は次々と

自派の俳書を出版し､プロの俳許師となって､日本橋小田原町の家を引き払い､深川の本番

所近くに草庵を構えて移り住んだ｡杉山杉風などの有力な弟子もいたが､更に入門者も増え

た｡ 1680年4月に刊行された『桃青門弟独吟二十歌仙』は､桃青門の結束と実力の評判を

世に示すものであった｡

このように宗国風の新進俳人として注目された桃青(芭蕉)であったが､談林俳許自体に

は行き詰まりが見え始めていた｡桃青自身も言語遊戯としての俳許に空虚さを覚え始め､生

き方に懐疑を抱くようになっていた｡そこで､延宝八年(1680)の冬､点者稼業を放棄し､

31まつえしげより(一六〇二～一六八〇)は江戸初期の俳人で談林風展開に機縁を与えたB
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日本橋を去って郊外の深川にある草庵で隠棲した｡この草庵での沈潜の時期を経て､やがて､

新しい俳譜､芭蕉俳許が生み出されていった｡

(≡)､芭蕉と文学

●　蕉風の始まり

草庵で隠棲した時代､延宝八年(1680)の頃の芭蕉は､西行などの日本の文人･歌人､

中国の詩人､または禅や荘子思想32から影響を受けた｡そのことが後の芭蕉の人生と文学に

大きく関わってくる｡特に､この時代は芭蕉の思想を豊富にし､俳譜について､談林俳譜時

代の外面的な理解から内面的な理解にまで深めることができた｡このとき､談林俳語から新

しい方向を探している俳人たちの活動は､京都と江戸に中心を置き､天和元年(1681)正月

には京都の俳人たちによって『七百五十韻』が刊行され､これを受けて芭蕉･其角などは二

百五十韻を『俳許次韻』として刊行した｡そして､翌年には京都の俳人が東下し､芭蕉･杉

風ら江戸の俳人とともに､連句や発句を集めた『武蔵曲』を刊行し､一派の『虚栗』の撰集

もしたことで､芭蕉は一流の俳人として認められるようになった｡そして､芭蕉の俳許は連

句と発句と同時に破格調句や漢詩文調句を特色とした｡他の俳人たちも､芭蕉とともに､談

林俳許的な表現から更に､新風の言語遊戯を試してみたが､過去の俳風から抜け出すことは

できなかった｡けれども､芭蕉の発句は､思索性と超俗的な姿勢などが強くリズムと結びつ

き､詩としての俳語を切り開くものとなり､独特な俳風を根づかせ､蕉風を展開するものと

なった0

-六八一年に門人の李下が庭に｢バショウ｣を植えたが､植物の芭蕉がよく根づき繁茂

したので､人々は草庵を芭蕉庵と呼ぶようになり､やがてそれは芭蕉の称呼になった｡それ

以来､芭蕉も俳号として｢芭蕉｣を使用した｡そして､一六八二年の刊行した『武蔵曲』に

初めて｢芭蕉｣の俳号が用いられたo

●　旅を通して蕉風の始まり

貞享元年(1684) 8月､芭蕉は門人千里を伴って最初の紀行､いわゆる､ 『野ざらしの旅』

に出る｡旅の詩人としての芭蕉はここから始まる｡この旅がきっかけで､旅中の各地で新し

い門人を作り､文学的にも大きな収穫があった｡そして､俳誇師としての新理念を旅の体験

を通して作品の形で示したことは､最大の収穫であった｡ 『鹿島紀行』の旅は､ 『野ざらし紀

行』を終えて二年後に始まる｡続く『笈の小文』の旅は1687年10月に江戸深川を出発し､

故郷伊賀-出て､ 11月に名古屋に着き､三河の国の若い門人･杜国を訪ねたものである｡

元禄二年(1689)の正月を迎えると､芭蕉は旅に出たいという思いに心を動かされ､芭蕉

32　荘子は中国の戦国時代の道教を始祖した思想家である｡
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庵を売って､杉風の別荘に移った｡そして､ ｢草の戸も住み替わるよぞ雛の家｣を旅の発端

として､家の柱に上記の発句を残したのである｡元禄二年3月から9月にかけての『奥の細

道』の一連の旅が始まる｡ 『奥の細道』は江戸から大垣までの旅を中心に書いたものであり､

人と人の付き合いを通して旅で直面した様々な人間関係が措かれている｡芭蕉は旅でいろ

いろな場所に行き､様々な人と出会って､現在(芭蕉にとっての)と過去が交錯するような

状況を経験した｡ 『奥の細道』は｢月日は百代の過客｣という文章から始まる｡ 『奥の細道』

は東北に生きる自然や人々と､俳句を織り交ぜて措いた紀行文の一種である｡芭蕉は基本的

には弟子の曾良のみを連れて､ほとんどの行程を歩いた0 9月3日､大垣に到着したところ

で『奥の細道』の旅は終わった｡大垣では｢蛤のふたみに分かれ行く秋ぞ｣という俳句で､

友人や門人との別れを表し､旅を締め括った｡その後､伊勢に向けて出発した｡芭蕉は``旅

の詩人"と呼ばれたが､紀行文となる旅は､この五回のみである｡

この旅は芭蕉に大きな成果を与えた｡特に｢古人の跡を求めず､古人の求めたる所を求め

よ｣ (｢許六離別詞｣)つまり､自分の目で新しい美を発見することが必要だという考え方を

発展して､ ｢不易流行｣の考えとなり､この芸術観はやがて芭蕉俳許の中核となった｡そし

て､江戸に戻った(元禄六年) 1693年頃､長年に渡って世話した甥の桃印が亡くなるとい

う幸い経験があり､芭蕉はその影響から､ ｢軽み｣という俳風を開いた｡ ｢軽み｣とは庶民生

活を題材にし､平明な表現で俳許を作ることである｡そして､ ｢軽み｣の代表作と呼ばれる

『炭俵』と『続猿蓑』を発表した｡

俳人として､芭蕉は俳許の芸術性を追求した｡和歌･連歌では取り上げられない素材をも

用い､雅語だけでなく漢語･俗語を用いることによって､和歌･連歌の伝統的な美とは異な

る新しい美を作り出した｡

特に俳語に｢軽み｣として使われた用語は決して､和歌･連歌に詠むことができなかった

俗語も用いていた｡芭蕉は言語遊戯の壁を越えて､新しい美の俳許を詩として誕生させた｡

日常の言葉で美を表現したことは､文学史上の大きな功績だった｡芭蕉はそれだけではなく､

今まで美として認められていた美の様相を見直し､新鮮な感受性と表現力でそれを表した｡

古人の伝統を継承し､その上に自己の創造を生かそうとしたのである｡そして､ ｢不易流行｣､

｢軽み｣という理念が門人たちに説かれたが､芭蕉没後､門人たちはそれらを発展させるこ

とはできなかった｡
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第四章､アツギェー工と紀行文

第一節､インドにおける紀行文の歴史

古代インドでは､ヒンドゥー教の教義により､渡航が禁じられていた｡そのため外国と

の関わりについては､限定されていた部分もあるのだが､対して外部からは陸路､海路を問

わずに､何人かの外国人がインドの文化や仏教の経典を目的としてインドを訪れた｡古代ギ

リシャ人のメガステネスはチャンドラグブタ(紀元前317年～紀元前298頃)時代にイン

ドに到着した｡ 10年以上パータリブトラ(現在のピーハル州)に滞在して､たびたびイン

ド各地を訪ね､当時のインドのカースト制度､民族､神話などについて記述した｡

399年､中国の僧であるフアヒアン(法顕)はチャンドラグブタ2世(生没不明､在位:

紀元前380年～415年)の時代にインド-求法の旅に出た｡仏陀が生まれた地のルンビニ

(現在のネパール)と仏教の聖地であるラージャダリハ(現在のビハ-ル州)に滞在し､当

時の中央アジアやインドについて記した旅行記は貴重な史料となっている｡

そして､中国の僧であるフエン･タサング(玄莫三蔵)が古代北インドの大王であるハル

シャ･ヴァルダナ(590年～647年)時代にインドを訪れた｡ 17年間もインドに滞在し､当

時のインドの社会､経済､宗教及び文化的条件について記述した0
-方､ 11世紀のイスラム世界の知識人であるアル･ビール-ニー(973年～1048年)とい

う学者も十数回以上インドを訪れ､インドの民俗､歴史､法律とインド言語のサンスクリッ

トを習得して『インド詰』を1030年に完成させた｡アル･ビール-ニーはインド史の最初の

学者としても知られている｡

1335年､中世のインド王のモハンマド･ビン･トタグルク(1300年～1351年)の時代に､

アラブのモロッコからイスラム法学者･旅行家のイブン･バットクータ(1304年～1377年)

が到着したoインドに着いてから7年間インド皇帝にカーディ一･シヤーリア(裁判官)と

して仕えた｡

前述の通り､ヒンドゥー教が中心となっていた古代から中世にかけてのインドでは渡航

が禁じられていたので､国外に出る者はほとんどいなかった｡しかし､イスラム教の伝来に

よって､ムスリムとなったインド人は巡礼のためにメッカに向かうようになり､中には海路

を選んだ者もいた｡

更に､ 20世紀の初め頃には､タゴール(1861年～1941年)のように紀行文を書くために

インドの国外に出る者も現れた｡タゴール以外にラフール･サンクリトヤヤン(1893年～

1963年)､カカ･カレカル(1885年～1981年)､アッギェ-エ(1911年～1987年)､ナガラ

ジュン(1911年～1998年)らも紀行文を書き始めた｡

これらの作家の紀行文の中でも代表的な作品が､ラフール･サンクリトヤヤンが1944年

に出版したアーリア人の歴史をフィクション的に語る『ヴオルガ･セ･ガンガ､爺打身ホrr､

ヴォルガからガンガ』､や1953年に出版されたアッギェ-エの『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･
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ヤード三線可同同て　757TT　可同､この旅人は記憶に残るだろう』､カカ･カレカルの1940年

に出版された『ヒマラヤノ･パラワ-ソ､ Ir6JII糾qll~~耶､ヒマラヤ-の旅』であるo

インドでは古代から近代にかけて執筆された紀行文は極めて少ない｡そもそも古代インド

では紀行文を書く文化さえもなかったのだが､近代になると紀行文を執筆する書き手が登

場し始めた｡中でも､生来の旅人を名乗るアッギェ-エが執筆した『レ･ヤヤワル･ラ-ガ･

ヤード』は､松尾芭蕉が執筆した『奥の細道』との類似点が存在すると考えられるので､本

論で両作を比較しながら論じていきたい｡

第二節､アツギェー工の紀行文

インド人の詩人､学者､知識人である｢サチダナンド･ヒラナンド･ワッヤヤヌJ

(諭飾屯･熊南･qlr榊) (1911年～1987年)はアッギェ-エという詩名で知ら

れ､インドの文学界で高い評価を得た才能ある作家である｡アッギェ-エは当時の韻文と散

文､両方に影響を残した詩人であり､散文と韻文によるインドにおいては珍しい紀行文も執

筆した独特な作家として知られている｡

アッギェ-エは詩集､小説､物語､評論書､翻訳書などの様々なジャンルの作品を執筆す

ると同時に､二つの紀行文である『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード(東可同同て　Te7TT

可曙､この旅人は記憶に残るだろう) 』 (1953年) 『ェク･ブンド･サアサ･ウチリ』 (呼野
◆

平岡町罰芳命､訳:急に飛んだ一滴) 』 (1960年)を発表した｡

(-)､アツギェー工の紀行文の『アレrヤヤワル･ラヘガ･ヤード』

韻文､散文､当時の写真､絵などが集成した本作はインドでは珍しい紀行文として注目

されている｡詩人であるアッギェ-エは､この旅で出合った自然､風景､人物,伝統､文化､

場所などについて歴史と関連付けて紹介している｡更に詩人として優れた観察眼で自然を

括写し､多彩な詩を詠んだ｡つまり本作は歴史や文化､文学などを組み合わせた作品である｡

1953年にサラスヴァティー･プレス社から出版された本作は､ 7部から構成され､ 17編の

詩も集録されている｡

全228ページからなる長編紀行文である本作は七部構成となっている｡そのページ配分

には偏りがあり､第-部が78ページ(～78ページ)､第二部が57ページ(79-136ページ)､

第三部が19ページ(137-156ページ)､第四部が18ページ(157-175ページ)､第五部が

12ページ(177-189ページ)､第六部が29ページ(191-220ページ)､第七部が7ページ

(221-228ページ)という構成となっている｡とりわけ第-部が長く､対して第七部が極

めて短いo

本作は､アッギェ-エが軍属として各地の折衝に当たっていた時期に執筆したものであ

り､インドの東北地方を中心とした任務の中で訪れた地方の忘れられていた過去の伝統や

歴史などを再発見し､当時の人々に伝えようとした｡
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本作は七部構成に別れており､その内第一部から第六部までは､アッギェ-エのインド各

地の旅の記録である紀行文となっている｡最後の第七部については､アッギェ-エが旅に出

るための動機や理念が語られている｡

本論においては､アッギェ-エの全行程を作品の構成に合わせて六つに分類している｡そ

れぞれの行程は､下図33に色分けして示した通りである｡これらの呼び方は､部数に合わせ

て第〇行程とする｡

上記の図にある白線は､第一部で描かれる東インドからトルカ-ムまでの第-行程を示

している｡紫線は､第二部であるラホールからカシミールまでの第二行程を示すものである｡

第三部のラホールからマナーリまでの第三行程は図では緑線で描かれている｡青色で描か

れるマナーリからロフターンまでが第四行程として第四部となっている｡図の赤線は第五

部で描かれる第五行程でインドの西側にあるエローラからアウランガ-バードまでの旅で

ある｡黄線は第六行程で､本作晶では第六部となり､アッサム州の奥までの旅である｡

ここでは作品の重要な部分を紀行文の流れに沿って論じていく｡アッギェ-エは紀行文

を執筆するに当たり､序文として次のような詩を詠んでいる｡

33　参考文献は､マペリ､インド･マップ､ 2013年7月13日､ http://mappery.comnndia･Map･3からのもの

である｡
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(ヒンディ一語)

qT!奇術町珂命オ肯　　57TT弔辞3#-命　簡裁モ相済市乳扇面東南b/

fap-fhJ勅諭蔀#/　翰鹿町aqgT/筒郡市訂南fb-F: ET57TT/

羽音軒す拝｢納所東町!　術計qw一命甜　押野弔紳

輔‥ `3舟可岡田も787TT可官!'　　　　　　　　``東可何問て碕7TT qTF',すす7

(釈)

パルシャルワ山には優しい松が立っていて､坂は情熱的に上り､川は眼下に流れる｡線の

ような川は痛みを感じているようだった｡巣で待つ小鳥のように｡ (この光景を)私の目は

よく見たo又来ると慰めたoたとえ､何年経ったとしてもo地平線は目を開き､雷鳴は応え

た｡ ｢旅人よ｡覚えて置くぞ｣　　　　『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ7

本作品の第-部で措かれる第一行程は､アッギェ-エがインドの東側にあるアッサム州

-の旅から始まる｡この旅は､長い距離にも関わらず古いトラックしか移動手段はなかった｡

山谷を通る道路ではこの古いトラックはいつ壊れてもおかしくなかったので､帰って来ら

れるかどうかも分からない旅になっていた｡アッギェ-エのインドの東側から始めた旅は

次のような行程であった0

本作品の冒頭で､作者は自分を｢旅人｣になぞらえ､常にどこかに向かっている者だとし

た｡ある場所からほかの場所に絶えずその土地の文化と文明を観察しながら､無限に先に進

んでいきたいという気持ちを次のような文章と詩で示している｡

(ヒンディ一語)

可訂可すね｢ぎ印す市岡す打研て由町

有す四百町野GTTW;騙す町野簡触町印可

可阿同て南紀雨音印南すす阿蘇可東南弓甲爺すす諦弔'3Tq*村石舌可町(印

南!)'調音を召研ぎ,訂雪面四百3777T市町?,訂簡持す両市零細印可町軒
J

罪南aTt南面命諦印す軒町!師宇和癖毛せ司蔀去転市で翻身壱蔚qI
fヽ

両繍市37TT筒年商中古甲汀弔舌岡倉叩rオ77%,古癖由打GT打甲南計車

間77%,司蔀FT訂前身絹布軸一軒耶斤青野鵬弓印可同舟弼町ぎ南

由fTT粁古癖痛打済南簡冊訂軒77%,軸m一由町有筒オ甲舟等Tgぎ7Tfa, 7Tfa,

7Tfa !野阿井相弔阿蘇東中野南井領有印可可弁由召す有畑帯締南町

町政f討詞オ3TqW甲辞す訂同市STq令泰甲1F qT筒す筒可｢ 2Tr,碍27T/
`斉輔弼南村榊軒輯甲東南3TfW有印町師押柵で甲

青石軒て軒古癖軒司埠可打GTTq,碕守時針羽骨qSTg筒すaTV7& … ∫

(釈)

``3舟可同同て757Tr qTT,すす4

旅心がそそられて漂泊の思いが止まず

快適さよりも､旅の苦労を選ぶ

｢旅人は40年間歩き回り､その間､止まることもなく､快適な生活を選ばなかった｡

空を飛んで星を触ることのようであった｡聖人たちは苦行の結果身体を蟻塚に変えた

116



り､院想して石のようにもなった｡更には､凍りついて山の一部分にもなった｡そのよ

うにして､人間は動くことをやめて､欲望から開放され､寺では動かない神が偶像にな

っている｡しかし､旅人のみは､生きていることの秘訣は動くことであるとした｡子供

の時､中国のことわざ集の中にある表現に強く影響を受けたので､大事な言葉として自

分の日記の表紙に記述したのである｡それは次のようである｡

なぜ､私は先祖と同じ埋葬塚に自分の遺灰を埋められなければならないのでしょう?

もし､他の所に行けば､美しい野原と木に覆われた山を見つけるでしょう｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ20

アッギェ-エはアッサム州から始まり､旅の途中で見た歴史的に重要な場所や遺跡､寺院

などの文化的な価値を説明し､インドの社会にどのような影響を与えたかを詳しく記述し

た｡

ミシュミ人部族の戦士　　一一一→一一一一

それらの例をいくつかをあげる｡インドの東側の国境に住んでいるミシュミ人という部

族は昔からの伝統的な生活を営んでいる｡この部族はわずかな人数で自然の中で暮らして

おり､バイソンを象ったトーテムを崇拝している｡このミシュミ人はインドの国境を超えた､

中国とチベットにも居住している｡

アッギェ-エは東北の旅を続けて｢サディア｣という場所に辿り着いた｡文中では､最初

にこの場所の元々の呼び名を言語的に正確な表現で記述し､それから､この呼び名の由来を

歴史的な経緯から紹介した｡

インドの東北の地方にラトナ･ド-ワジュ(1146年～1244年)という強大で遠征に熱心

な王がいた｡この王は教育熱心でもあり自分の王子に様々な教育をさせるために遠方に留

学させていた｡しかし､その王子は他国で急死した｡ラトナ･ド-ワジュがこの川の辺に新

しい築城を命令していた時､王子の遺体が王のもとに届けられた｡そのために､この美しい

場所はサヴオディア(遺体が渡された)またはサディアと名付けられたのである｡

サディアに住んでいたステイヤ部族は当時から文字を持っており､その言語にはヒンデ

イ一語やサンスクリット語の由来となった語も見られるので､当時は学問に優れた文化的

な部族であったことがうかがえる｡しかし､その地域の主要な河川であるプラムプトラ川の

流域が南の方向に移ってしまったこととアホム族に支配されたことが原因でステイヤ部族
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は離散してしまった｡今では､ステイア部族が住んでいた地域は､森林に覆われている｡

旅を続けてアッギェ-エは､アッサム州の首都であるグワ-ハ-ティーに着いた｡グワ-

ハ-ティーとはグワ-という語とハ-ティーという語の結び付いた熟語であるo　グワ-は

ビンロウの実､ハ-ティーは市場を意味する｡かつてここにはビンロウの実の有名な市場が

あったのでそう名付けられた｡

東インドの旅をトラックで進めるアッギェ-エは､トラックの故障を自分で修理するこ

とにもなった｡そんな中でもこの東インドの所々の様子はもちろん通った場所の名前の由

来や使われている言語などの共通点､相違点などを紀行文に記している｡

更に､インドの東側のアッサムから西側にあるパンジャブ州の方に旅を続けた｡ある晩､

雨が降り､山谷を濡らし､川に流れ込んだ｡その翌朝の景色の自然の美が紀行文の中で措か

れているo

アッギェ-エはこの美しい風景の中､先に進む気持ちを次のように記述している0

(ヒンディ一語)

｢癖東町弔耐局打軸相計'百官可訂示訂打部軒胃巧訂町可爺有印｢

赦軒命布け　可同同て町司訂石市町町/罪南筒で召す柑?,碕繭泳ぎ軒

市乳甲faTT稀有繭qT罰訂す蔀町筒車布き;緬醐軒可零すqて諭等Trf5
a

鏑繭命訂司同｢?,罰挿r377*諦市町軒市町獣…蘇377TT訂FqT37TF諭

筒町　3音3TrGT甫｢嫡r吊爺　市許可qTb 77TWかTT,銀可可打かTr ‥…　可許

可四円て可副古癖輸商号可訂GTTV,司帝可時針羽令爾和す町村!'市許可qTb

簡可rぎ諦阿蘇m打市も蝕3TT*弔
``3舟可同同て757Tr qTT,すす20

(釈)

｢4月のある夜に雨が降り､その夜明けにこの遊牧民の旅が始まった｡雨が降ったので周

りの色が薄れていたし､旅人は無感動になっていた｡旅人にとっては全ての場所が寝床のよ

うなものであり､ -か所に定住することはない｡なので､どこかから去るのに悲しくなる必

要はないo愛情と感情が溢れるところの魅力は心に残るのだからo今日途中で得たものは今

日のためではなく明日の励みの要因だと思って先に進む必要がある｡旅人よ､行くのだ!

美しい野原と木に覆われた山を見つけるだろう｡だから､明日のために見出した道に感謝す

る｡よし､前進しよう｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ20

続いて､アッサム州からクーチュ･ピハ-ル(現在はベンガル州にある｡)に到着した｡

アッギェ-エが通った道はクーチュ･ビハ-ルの16世紀頃の古代の帝王によって作られた

ものである｡ヒマラヤ山脈までに12の門があり､この門をブータン人､ネパール人､チベ

ット人がインド-の巡礼のために通った｡同時にこの門は商人､盗賊､侵略者､野心家など

にも使われた｡

酉インドのパンジャーブ州の方に進み､途中でアッギェ-エはシリグリという場所から

118



自分のトラックを蒸気機関車の貨車に乗せた｡夜通し､露天で蚊や集中豪雨に悩まされなが

ら､バラックプールに着いたのは午前三時のことだったo

翌日､またトラックでの旅が始まった｡タージ･マハルのある町ア-グラ-の道の途中､

何回も牛車の群と出会い､広くもない道をトラックは牛車の後ろをその速さに合わせて走

ることになった｡

ア-グラに着いたアッギェ-エは､タージ･マハルに向かう途上の芝生で食事をし､その

近くの有名な詩人であるミ-ヤ･ナジー′V34 (1735年～1830年)の忘れられた墓に参拝し

た｡

ナジールは､生前､大変な人気があり､マドラサ(イスラム世界における学院) -の通勤

の途中で人々に呼び止められ､詩を詠むようにせがまれた｡大勢の人に応えているうちにマ

ドラサに着く頃には日が暮れてしまう｡そして､その日の授業は休みということになる｡

(ヒンディ一語)

｢甲有司首簡27T,司す和｢司汀市何個市東市可百両済南軸を政市申野市甜

命郁舟鮒軸打者モ転訂舟軌…‥…….百訂冊市街｢郡爺碕司令,緬訂

軒7TGrぎ;壱持す女帝可評有碕研舟羽打町有IJl芯作れ串｢何等汀一触｢東南博命印軒

音か珂市河すqT甜訓辞賢司面音TTqT甲甘和布3Tq*繭博命荊軒音3青侍可

敵打を　　　　　　　　　　　　　　　　　　"3舟可円周て757TT qTT,中古35

(釈)

ナジールの時代の詩は､人々の興味を引き起こし､直接人々の感情に訴えていた｡けれど

も､アッギェ-エのような現代の詩人の詩は直接感情を訴えることではなく､教養のための

書物として読まれるばかりであるo更に､前の時代のように心から心に伝わらなくて､頭か

ら出た詩は教養の書物となり､又書物を通して人々は自分の教養として理解する｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ35

中世時代のタージ･マハル､ア-グラ城を満喫しながら､栄華を誇った古代帝国の都市が

遺跡となり､高名な学者や詩人が今では人気のない墓の下で眠っていることに､アッギェ-

エは深い感慨を覚えた｡

15世紀の盲目詩人であるスルダースが住んでいたヤムナ-川のほとりには､記念の庵が

建っている｡アッギェ-エはそこを参拝した｡

さらにアッギェ-エは旅を続けて､パンジャブ州のジャランダルという都市の近くにあ

る公園に野宿することにした｡アッギェ-エはこの公園にとても心が引かれた｡最初公園の

門の前に町から4マイル離れているという計測石があったので､公園を｢チヤクミラ･バー

グ(釈:四マイル公園)｣と呼ぶことにした｡それから､公園に泊まってその外を歩いてみ

ると近くには誰も住んでいないようだったのでその公園の呼び名を｢シマント(釈:限界)∫

という名前に変えた｡更に何日か公園に泊まっていると､公園の周りにカッシア療の花が咲

き誇っていたことに気付いたので､アッギェ-エはこの公園の名前をまた変えて､今度は

34　20万詩を執筆したといわれるナジール･アカバルアバディーの詩は､現在まで6千詩が残っている

119



｢アマラタシ(釈:カッシア塵の公園)｣と名付けた｡その花の美しさは､その後もアッギ

ェ-エが旅を振り返るたびに記憶に蘇った｡

冬が始まり､アッギェ-エはインドの西側にあるカイパルの方に旅を進めた｡冬のカイパ

ルは厳しい寒さに覆われているが､彼の心は熱烈に旅の魅力を求めているのである｡

元旦にアマラタシ公園から旅立ったアッギェ-エは､北インドの一番大きな市場である

アムリトサルに着いた｡そこでアッギェ-エは自分の生涯を振り返る｡かつてイギリス植民

地からインドを独立させるために､この町で銃を修理する工場を作ろうとしていた｡アッギ

ェ-エは当時､モハンマド･バックスという偽名でこの町に住んでいた｡けれども､今日で

はアッギェ-エはイギリスの軍人として旅をしている｡自身の人生の変転にアッギェ-エ

は､人間はこの世界を舞台とする人形劇の一つの人形のようで､人間自身には力がない､と

いう嘆きを描いている｡

(ヒンディ一語)

如市町訂3Tqa市町　　　碕?,諭亨訂可訂;　　3Tt筒訂耶汀肯317W

耐ぎ亨耳3TqW;　　　　7Tgia 3nすき3TW　　　7b市T qTa軸町!

"37t可同同て757TT qTf',寸訂40

(釈)

我々の行いは我々の行いではない｡我々は､我々のことを知らない｡

我々は影に名前を付けられているだけである｡我々の中にはそれを信じさせるものがあ

る｡我々は､それを捨てることで｡本当の自分を見つけていく｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ40

先に進んだアッギェ-工はラホール35という町に着いた｡元々､ラホールはインドのパ

リとも呼ばれた歴史のある町であった｡しかし､当時のラホールは独立運動の激化によっ

て､戦火に巻き込まれ､荒廃していた｡美しい街並みのレンガの一つ一つが焼けて黒くな

っていた｡アッギェ-エはこの町の悲惨な様子に心を痛め､多くを描写することは出来な

かった｡パンジャーブ州にあるタキシラは紀元前6世紀ガンダーラ時代に始まる遺構であ

る｡ヒンドゥー教及び仏教における文明や文化などの中心地として重要な役割を果たして

きた｡

(タキシラ)　-

(本作から取った写真)

タキシラは歴史的に三つの重要な交易路が交差する場所に位置していた｡一つはマガダ

35　現在､ラホールという町はパキスタン額にある｡
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国の首都パータリブトラ36からの道であり､もう一つはパクトリア37やペシヤーワルといっ

た北西から続く道､最後の一つがマ-ンセ-ラーを経由してシルクロード-とつながる道

である｡

アッギェ-エはタキシラからマラカンドの方に向けて出発した｡この地域では8世紀か

らパシュトクーン人の支配が始まり､ 11世紀の初め頃にマフムード･ガズナヴィ38がこの地

域をヒンドゥー教の王から勝ち取った｡

(タキシラの遺跡ブッダー

の妻が馬を抱いて泣く場面)

(本作から取った写真)

アッギェ-エは仏教の遺跡についても記録している｡特に､出家した夫が皇帝に馬を返す

のを見て泣くブッダーの妻の像に注目している｡

タキシラとマラカンドを経てアッギェ-エはカイパルに到着した｡

(カイパル･パース)

(本作から取った写真)

カイパルはインド大陸の門と言われ､アーリア人はこの門を通ってインドに辿り着いた｡

後に､ギリシャ人､フン族､クシヤーナ帝国の民､アラブ人､モンゴル人､トルコ人なども

この地域を通ったことがある｡昔からこの門が通商行路として使われ､現在に至っても中央

アジアを繋ぐ重要な行路として利用されている｡

アッギェ-エは､最終的にインドの国境に到達した｡トルカ-ムと言われるこの国境の周

辺の景色をしばらくの間じっくり見ていると､高くて黒い山に目が留まった｡この黒い山は

インドを守護しているように見えた｡

その後､トルカ-ムから乗っていたトラックを引き返し､帰路に着いた｡

36　現在ピーハル州の首都

37　歴史家によると初期の人類が居住した場所

38　生没は970年生まれで1030年没
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第二部となっている第二行程はラホールからインドの北側にあるカシミールの方に進む

ものであった｡この方向-は､トラック以外の様々な移動法を利用した｡アッギェ-エのこ

の旅には科学者も同行し､彼はある科学実験を行うことを目的にしていた｡ラホールからバ

スでシュリーナガルに向った.この町はアッギェ-エが子供時代を過ごした場所で､ジェ-

ラム川の近くで友達と一緒に遊んだり､近くにある色々な果樹園から果物などを盗んだり

したことが思い出された｡

近傍には女性詩人である女王ザェブン･ニシャ39 (1638年～1702年)のパリ･マハル(釈:

妖精城)と呼ばれる城があった｡当時は､城内に小川のような水路が流れていたが､今では

乾いた水路の跡しか残されていない｡もしも､水路に囲まれた美しい城を見たければ自分で

大量の水を持っていかないといけない｡

アッギェ-エは没落した城を見て心を痛めて､ザェブン･ニシャが詠んだ詩を次のように

引用している｡

その詩は次のようである｡

(ヒンディ一語)

両7TT和すせ触ホ紅毎示所論7T耶T　軍椅苛ポ如Tr帝打珂卦gTT緬!

両帝一線一野F Tr術訂中　　　軸町訂印す阿南粛軸和訓

訂由訳甜珂申筒7TT qTq市｢ b一　　錦町㌣7T7T 3T7TT 3TrW町3TrWホ副

"3舟可阿同て757Tr qTF'すす84

(釈)

私に仲間がいなかったとしても､私の心は傷つかない｡

桂の中の仲間はその壁以外に誰もいない｡

愛の痛みの楽しさを､痛みの分からない人に聞くことはなく

健康の価値が分からないような人には､病気がないのと同じように｡

私達は痛みによって生まれ､心から血がしたたるような苦しみの中で育てられたのだ

から｡

山のような痛みが来たとしても､恐れることはないでしょう｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ84

ここからアッギェ-エは車に乗り､ソ-ピアという町-進んだ｡けれども､ソ-ピアまで

の道のりで､道路の浸水によって､車は橋の上に閉じこめられてしまった｡そこから先は馬

を貸りて､旅を進めていった｡馬を走らせたアッギェ-エは､草原や川を抜けて松の森に着

いた｡森の前の空き地で､馬を休ませた｡

この森から少し離れているところに､滝があった｡この美しい滝は有名だったので同行者

39ザェブン･ニシャはムガル帝国の第6皇帝であるアウラングゼ-プの長女であり､マクフイ(釈:隠し)と

いう詩号で詩を執筆していた｡人生の最後は､幽閉されて過ごした
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のラハマトを連れて見に行った｡ 40フィートから50フィートの高さの滝は満々と水をたた

えていて､底には白い岩が沈んでいた｡紅茶を飲みながら､美しい景色を眺めていると､流

れる水はミルクのようだった｡弾ける泡が森に響いて､音楽的に聞こえていた｡

時間はすぐに過ぎてしまった｡帰る時には､何度も振り返り､再び訪れることを誓った｡

日が暮れる頃にクングワタンに着いた｡雨が少し降っていたので､近くにある木造の家で

休むことにした｡夕日で石は赤く染まり､緑の松の木は黒い影になっていた｡このような風

景を見てアッギェ-エは次のような文章と詩を詠んだ｡

(ヒンディ一語)

｢67T繭身命萌す和音打軒簡a7TT,筒弓取締海舟軸有印町詞愉

赫3TTaa,市町押領下命司首相3Tqa37W爾粁東町研計ぎ

融TT宙即す罰汀?,簡弓　　　さす甲印命訂3TTh

珊町軒市で弔百百｢軸　　　　鯛南静岡訂耶転‥
"37t可同同て757TT qTF触107

(釈)

｢我々は明日も同じような日が出て来ることを知っているが､夜になるとなぜ寂しさが近

づいてくるのだろう?夜は空虚さももたらすのであろうか

夜の後には､日が昇るが　　　　　太陽を沈むのを見て

理由もなく突然黙り込み　　　　　光を悲しげに見送るのだ｡

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ107

アッギェ-エは旅を続け､草原を歩き､美しい風景を見ながら､道中の山を登ることにし

た｡ 1100フィートを登ったところで休憩することにして､荷物を降ろして大きな石の上に

座り込んだ｡その時､近くの大きな石と小さい石の間に残雪があった｡さらによく見ると､

その中に青い花が咲いていた｡手を伸ばして摘んで見ると､その青い花はケシの花だった｡

高山の雪の中でこの花を見つけた人は幸運だと言われている｡石と雪から芽吹くのは､この

柔らくて優しい花にとっては大変なことだろう｡こうした場所でこの花を目にすることは

珍しいため､花を見つけることが幸運の象徴となっている｡けれども､その幸運は誰のもの

だろう?　アッギェ-エは次の言葉で自分の感情を伝えようとしたo

(ヒンディ一語)

｢甲南斉紀布き町市町eTgT,町有甲南細石軒司南東qt女帝弔和
.3

南町野苧市町町?/翰押す軒市町〝軸!甲2373T野申触gr/"政

司可野市で東和触/

野オ而打守打市も3TrF印青野珂領有a･面容qTWを田町打花転可蔚打

?･筒弓弁罰■qTW司冊壱諦相可写軒aTaT針〝
``3舟印可｢司て757TT qTFや訂11 1
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(釈)

｢岩山を放浪している時､突然､雪が積もっている空洞の中から覗いている青いケシの花が､

笑みを浮かべているのを見た｡私は嬉しくなって｢祝福だ｣と言った0 ｢この花は私に姿を

見せた｡｣そして､すぐ手を伸ばして摘んだ｡花は頭を下げ､ため息をついて言った｡ ｢まあ､

私を見つけた人には幸運だが､私は死ぬことになる｣

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』､ページ111

ある山の近くに池があって､アッギェ-エの一行はそこで泊まることにした｡いくつかの

科学的な実験を行ってから､雪が降り始める前の9月3日に帰った｡

旅の第三行程は､本作品で第三部となっている｡この旅を始めるにあたり､夜の11時頃

に､アッギェ-エはラホールから電車に乗った｡パターンコート･カーンガラなどを経由し

て､インド北部の避暑地として知られているクッルー･マナーリに向かう旅であった｡

ジョゲンダール･ナガールという町を出発すると､松の木が見えてきて､アッギェ-エの

心をいかにも喜ばせた｡マンディ-という所に着くと､自分の荷物を背負い､木造二階建て

のホテルの二階に宿泊することにした｡

宿の窓を開いてみると､正面に古い王族の城の跡が見えていた｡翌日､旅を進めて､ベヤ

ス川に作られた吊橋を渡って､クッルーに着いた｡クッルーはヒンドゥー教の古い町で､無

数の神々の偶像があると言われている｡べヤス川の辺りにはりんご､梨､アプリコット､モ

モなどの様々な種類の果物の木が並んでいて､美しい風景を作っていた｡辺りには鱒を釣る

イギリス人の姿も見かけた｡

旅を続け､カラートという所を通ってマナーリに着いた.カラートでは硫黄などが含まれ

ている温泉があるが､よく管理されていないので村の女性が温泉を使って洗濯しているの

も見かける｡

マナーリにはムナル(釈:ニジキジ)という美しい鳥が沢山生息しているので､ムナル鳥

の名前からその土地の名前がマナーリと名付けた｡

加えて､マナーリはインド全体でも果物の産地として有名である｡ここで採れるりんごに

は独特な味や香りがあって､その味わいはまるで詩のような韻律を奏でるように､アッギェ

-エには感じられた｡当時､日本の柿も栽培されていたのだが､ ｢いつか日本の柿よりも良

いものが採れるようになるだろう｣という噂をアッギェ-エは耳にしているo

宿泊したのは､マナーリのダーナの壮大な美しい風景の中にある小さな宿であった｡アッ

ギェ-エは､素晴らしい風景を眺めたり､遠くまで広がっている雲を見たり､荘厳な松の木

を見入り､外で働いている人々を見たり､宿の外壁を見たりして過ごした｡その瞬間ごとに､

魂には深い印象が刻まれた｡

第四部となっている第四行程は第三行程の続きである｡マナーリに滞在していた時のあ

る日､一日中曇っていたが､雨は降らなかったので､アッギェ-エはオーバーコートを着て､
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東の遊歩道に出かけた｡マナーリの村を通過して山の方向に進んでいくと､突然静寂に包ま

れた｡人の声もせず､鳥の声も聞こえず､滝の音すらもなくなっていた｡気付いたらもう日

が暮れていて､村からかなり離れているところにいたのである｡早く帰らなければならない

と思い､引き返し､村に着くころにはすっかり暗くなっていた｡時折､村人の家から聞こえ

る笑い声の他には､アッギェ-エの石を踏む足音だけが響いていた｡

アッギェ-エが村に入ると家々から男たちが出てきて､何か妙なことを咳いていた｡その

言葉の意味がよく分からなくて､無視して自分の小屋に戻った｡ドアを閉じてその理由を考

え始めたが､やはりよく分からないままだった｡深夜になると外から石を投げてくる音が聞

こえた｡

翌朝､家主に話してみると､顛末が分かってきた｡以前､この小屋に泊まった人が､村の

女性たちに不時な行為に及んだ事件があったのであるoアッギェ-エは村長と村人に会っ

て､自己紹介をした｡家に戻ってくると､村の少年が蜂蜜､かぼちゃ､苦瓜などを持ってき

た｡村人の歓待の印と知れた｡アッギェ-エはその後､夜に外出するのを止めることにした｡

今度は､マナーリからロフターングに旅立った｡ロフターングは死の谷として有名であっ

た｡ポニーに乗って､美しい滝を眺めたり､ベヤス川の波で刻み込んだ山を見たり､松やオ

ークの森や仏教の寺などを見たり､雨にも降られたりしているうちに､ロフターングの近く

のテフラに着いた｡

ロフターンの日の出は素晴らしいことで有名だったので､アッギェ-エは､翌朝､夜明け

前に出かけることを決めた｡午前3時に起きると､外は非常に寒かった｡ 11000フィートの

山を登ると､氷の橋が出来ていて､その下には水が流れていた｡この橋を渡った後は､もう

先に進むのが難しい道が続いた｡ようやく山の頂上に着くと､既に昼間になっていた｡横に

なって､日差しを浴びて体を温めようとした｡その時､ロフターングの有名な風が吹き始め

た｡ロブターングはこの寒風で死の谷として知られていたのだ｡

アッギェ-エは身体を起こすことが出来なくなった｡体は冷えきり､旺費は止らなかっ

た｡何時間も動くことが出来ないまま､日が傾いてきた｡アッギェ-エはこのままでは日没

になるだろうと思った｡もう一回起きようとしたが､起きられなかった｡それで､アッギェ

-エはもう帰れないと観念した｡こんな時間には誰もこの辺りに来ることはないだろうし､

このままでは一晩を生きたまま過ごすことができないだろうと目を閉じて考えていた0

4時ごろ､膜臆とした意識に突然誰かの声が聞こえてきた｡アッギェ-エは力を振り絞っ

て､一度は立ち上がったがまた倒れてしまったoけれども､幸いなことに､その人は､それ

でアッギェ-エの姿に気付くことができた｡さらに幸運なことにはその人は外科医でアッ

ギェ-エを蘇生させることができた｡

死に直面しながらも生き残ることが出来たということは､アッギェ-エにとって大きな

経験であった｡
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第五部に措かれた第五行程の旅では､アッギェ-エはインドの西側にあるエローラの方

に進んだoここにある石窟群をアッギェ-エは三つの種類に分けた.一つ目は､南側にある

12箇所の仏教の洞窟である｡ここにある仏像は雄大で､外光のことも考えられて彫られた

仏像が素晴らしい眺めを見せていた｡二つ目は､ 17箇所のヒンドゥー教のブラフマン洞窟

で､残りがジャイナ教の洞窟であるoここにある偶像は､どれもが素晴らしい出来栄えの彫

刻である｡

エローラはアウランガ-バードの郊外にある｡アウランガ-バードはムガル帝国の第6代

皇帝であるアウラングゼ-ブ40の名前を冠してその名が付けられた｡この近くにクルダバー

ド(意味は天国の郷)というところがあって､アウラングゼ-ブ王の質素な墓がある｡

アッギェ-エはアウラングゼ-ブ王の特徴を､信仰に篤く敬度であり､王族でありながら

自身も労作41に従事していたと書いているoそして､本作で次のように語ったo

(ヒンディ一語)

｢淵中軸希有町有軒評柁㌢淵軸不印可27T/管可す一首　弥罰軒　命

弓声&/甲押市有37*ぎ'同車命時計/訂可青年町南可珂淵油田珂訂南野
帯同命町かTT, qT細身3音町有東叶一和泉等TW両帝坤鮒- 37両

軒西野同車肯押印軒7Tq/｣　　　　　`瀬可同町757TT耶軸187

く訳)

｢アウラングゼ-ブは自分の名前を冠して町の名前をアウランガ-バードと呼び､人々が移

住したところをクラダ･バードと呼んだ｡クラダ･,ミードの意味は｢天国の街｣であるoア

ウラングゼ-ブがなぜこの場所にこの名前を付けたのか分からないが､すべての栄華が歴

史になり､彼が天国の街と呼んだ都はもう滅びて土になっている｡｣

『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤド』ページ187

本作で第六部となっているアッギェ-エの第六行程の旅は､東インドのアッサム州の奥

の旅で､次のように語られているoサフランの花が咲いていて､花びらが風で吹かれていた

ので周りの丘まで香りが漂っていた｡朝の3時に出かけ､ 7時にブラマプトラ川の辺りにつ

いた｡船員は熱心に川で船を漕ぎ始めた｡船は川の流れに沿って動いていた｡その時､向か

い風が下流から吹いてきて､船は突然止まってしまった｡何もできず､船員は愛想笑いを浮

かべた｡

三時間後､川の土手に着き､そこから牛車で杵の方に進んだoそのまま夜の11時になり､

空には星が光っていた｡御者も何曲か歌っているうちに居眠りを始めた｡アッギェ-エも居

眠りして旅を続けた｡

目的地に着いて､その翌朝､バスに乗り､その後にまた､船に乗った｡アッギェ-エが向

40ァウラングゼ-プの生涯は1618年～1707年までである｡

41アウラングゼ-プ王捌冒子を作ったり､イスラム教の聖書のクルアーンを書くことで､自分の生活を営んで

いた｡自分も基のこの仕事で儲けたお金で作ったのである
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かっていたのは､マジョーリという島の村だった｡この独特なブラマプトラ川にある島は､

70マイルの長さと10マイルの幅を持っていて､アッギェ-エは世界のどこにもこのような

川にある島はないと思っていた｡

マジョーリの高地では竹と藁で作られた住民の家が並んでおり､裕福な家は土で作られ

ている｡高地では道路が敷設されていて､洪水の時には村人は自分の牛やヤギなどを連れて､

その道路に避難する｡さらに虎､きつね､ジャッカル､蛇などの野生動物も､森からその道

路に逃げてくるoこの野生動物と家畜の群れを､村人たちは道路の上に高い足場を作って､

その上から見下ろすことになる｡洪水が終わると､人々は自分の家-､家畜はフェンスの中

へ虎は洞穴-､蛇は塚-戻る.このように島村の生活は営まれているo

アッギェ-エはマジョーリから象に乗って､アウニヤティという村の方に出かけていっ

た｡村に着くとそこの村のゴサーイ(村長で宗教師のこと)と会った｡三百人程の生徒を受

け持っているゴサーイは､アッギェ-エとサンスクリット語を混ぜたヒンディ一語で話し､

世界の現状について生徒たちに講義するように依頼した｡アッギェ-エは生徒たちにこの

話題について､聞きたいことがあれば答えると言って､話し始めた｡講義が終わった後､皆

で土器で食事をし､晩になる前に象に乗って帰った｡

ダクシナパットという僻地-の旅に出ようと決めたoダクシナパットはまだ近代化され

ていなかった｡アッギェ-エは10マイルのこの旅に朝早くから大きな象に乗って出かけた｡

道の途中に背の高い草原があって､象に座っていてもアッギェ-エは首だけしか出すこと

ができなかった｡

突然､象の足の近くに蛇が出てきたことで､象は暴走を始めた｡象使いも抑えることがで

きず､象使いとアッギェ-エは象の上に座ったままであったが､ 30分後には収まった｡そ

の後､アッギェ-エは旅を続け､サラソウジュ､竹林を抜けて､直接ダクシナパットのゴサ

ーイのところに着いた｡

アッギェ-エはゴサーイと食事をしながら､話し合った｡このゴサーイは50人の生徒を

受け持っていたoゴサーイは､外の人はダクシナパッドの土地と文化にあまり興味を持たな

いと悲しそうに打ち明けた｡そこで､アッギェ-エは､この辺りの風景を見たり文化を学ぶ

ために来たのだと答えた｡帰りにゴサーイは土産をくれた｡

旅を先に進めて､グラムラという村に行こうとしたが､引き止める声もあった｡独立運動

に参加したことから､ 1942年にこの村のゴサーイが拘束されたからである｡けれども､ア

ツギェ-エはグラムラに行き､友好的に村人と話し合った｡そして､その村が直面している

困難を解決するように約束した｡

紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の最後の第七部はアッギェ-エが旅に出る

ことになった動機について語るものである｡アッギェ-エには旅-の興味が子供時代から

あった｡アッギェ-エは旅に出ない時､地図を見ながら雪原､砂漠､森､海､島に自分がい
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る想像をしていた｡そして､大人になってからは旅に出ようと決心したら､それをかならず

完遂した｡

ある時､アホム族の都ソナリからトラックでシワサガルに行くことを決心した｡道路には

水が流れ込んでいたが､無祝して先に進んだ｡やがて道路は完全に浸水してしまった｡どこ

に道路があるか分からなくってしまい､トラックをUターンすることも出来なかった｡最終

的に3マイルぐらいトラックをバックのままで走らせて戻った｡それでも､行くのを諦め

ず､川の辺りにあった船にトラックを載せ､川を渡ろうとしたoけれども､川を渡った後､

川岸でトラックは滑り､半分ほど水に沈んだが､なんとかして引き上げた｡

(ヒンディ一語)

｢qT市す井筒諭qTTTQ野村音市町を訂有司r訂市町東町稀有市町S/ul

･･････-･･･-･･･町有軸耐蝕晦a/研訂｢訂町野筒で帯締ぎ南漁師町碕碍

Tr7T */危市打諦和ぎ｣　　　　　　　　　　``3舟可四円てTi7TT qTF触228

(釈)

｢実際に全ての旅は身体の足だけでなく､それ以上に想像の足で行ったのであった｡これは､

人生の哲学であって､動くことこそが人が生きるということであり､一ヶ所に留まり動かな

いことは死に等しい｡｣　　　　　『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤド』ページ228

アッギェ-エは上記の文で紀行文の『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』を締め括ってい

る｡

(二)､アツギェ-工の紀行文の『エク･ブンド･サフサ･ウチリ』

アッギェ-エのもう一つの紀行文がヨーロッパでの旅行を措いた

『ェク･ブンド･サフサ･ウチリ(釈:急に飛んだ一滴) 』である｡この作品ではヨーロ

ッパの先進的な伝統､文化､文学､歴史などを､インド人の視点で捉えて執筆した｡ 1960年

に出版された本作は､当時の進歩主義時代と呼ばれていたインドの文壇にアッギェ-エの

敏感な思想による新鮮な影響を与えた｡

『ェク･プンド･サフサ･ウチリ』は､普通の作家がするような一定した形式で作品を仕上

げるのではなく､様々な表現手法を次々に切り替えながら執筆された｡具体的には､戯曲､

書簡体､日記といった形式である｡これからの形式が並存することによって､この作品は多

角的な視野を形成している｡韻文と散文で執筆された本作晶には21章があり､ 20篇の詩も

収録されている｡

アッギェ-エは紀行文を執筆するに当たり､序文に詩を詠んでいる｡

(ヒンディ一語)

翰転訂:

葺鞭打軒m一軒

呼野雫印可｢　　　　　罰芳命市町南野何軒

開音甲訂命37T7T 5/　　層南命す町可｢‥
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許耶坤珊可す　　ぎ繭 耶すて訂｢有司7｢オ
●"マ市野有田｢罰罰軒　痛打

■ヽ

(釈)

私は見たo海の泡から急に飛んだ一滴

沈む太陽の日差しで塗り潰された瞬間､私に見られた｡

すべての輝きと親愛の感覚は無常の染みから開放された｡

『ェク･ボンド･サアサ･ウチリ』序文

アッギェ-エの旅の記録は､イタリアの首都ローマ-向かう飛行機の機上から始まったo

ローマの晴れている空から見下ろす町の上には木綿のような霧が広がっていたoそれを見

て､次の詩を詠んだ｡

(ヒンディ一語)

召す罰布部弔RT碕ぎ

待てさaT>ぎ

諭青野郡新野尋命田舟

押す.町:

坤3TTdrqT1777/専有痢す

aTTT一甲訂

耶紬筒卦を
77Tて頑百折肝市汀訂市町酢

●･"町有甲市田｢罰芳命汀卑GT 17

(釈)

この上には空はない｡形あるものはなく､光だけである｡

我々は動かない翼で飛んでいく｡

無負荷､下に新鮮な白い木綿のような雲の層が広がっているo

平滑化した夢だろうか､それとも我々自身が夢なのだろうか｡

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ17

飛行機は､ローマのチャンピーノ空港に到着する｡インドから離陸して22時間も経って

いたが､ローマではまだ夜だった｡バスで街に入ると､街灯でローマは昼間とは違った雰囲

気であった｡街の真ん中にあるトレヴィの泉の前を通った｡トレヴィの泉にコインを投げて

人々は願い事を言うのだが､大抵の観光客はローマに再訪することを願っているのだろう｡

ちなみに､デリーあるハリヤ･ピールと似ている｡古代から現代までの伝統を持つローマで

は様々な時代の様式の建物が並んでいて異なった様式が並立していた｡道路や､街道の途中

にある警察が立っ足場､その周りに植えられている花などに愛着を覚えた｡

アッギェ-エは街を歩いて見るのが好きだったので､ローマの下町を歩いたり､歩いてい

る人々の真剣な顔を見たりした｡その感動を次の詩で示した｡

(ヒンディ一語)

痢奇弁　　　司す.有司.綿戯簡可軒賢　帝甲田r稔すす同｢ぎ

訂同す:　　　3iqTt町打耶汀　　　　　　　3Tb/

●･"押野市有｢河軒申す19
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(釈)

人群れの中､目線を合わせるたびに､急に見える彼は人間だ｡

襖のような､偉大な一人ばっちの人間だ｡

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ19

人々と目線を合わせても相手のことがよく分からないアッギェ-エは､更に次の詩を詠

む｡

(ヒンディ一語)

四亨｢簡南Ir　　　　　　司扉繭甲南

柵赫町野亨Rr　　町fa官命弼打甜斉耶同Tr命印汀輸酎
"押野印可｢罰扇酔う7 19

(釈)

あなたの前に立っている､

それは予想外のあなたの自身､その男の目は富を求めて痛みに満ちている｡

『ェク･ボンド･サアサ･ウチリ』ページ19

アッギェ-エは市内を歩いて見た歴史的な名所や近代的な人々の忙しさ､街の雰囲気ま

でを紀行文に措こうとした｡技術が発展しているイタリアでは､人々の生活のテンポが変わ

り､朝早くから夜遅くまで働き続けている｡人間は努力すればする程進歩するという幻想に

追いたてられ､彼らは一生終わりのない道を歩くことになる｡

一方で､アッギェ-エはイタリアでの楽しい体験も書いている｡

イタリア人はいつも上機嫌で普通の会話でも愉快な言い回しをする｡ある人は｢今日は

月曜日ですね｣と他の人に聞かれると､ ｢はい､今日は一日中月曜日です｡｣と答える｡

別の場面では､アッギェ-エは警察官に｢オールド･イ一夕リア-行きたい｣と道を尋

ねた｡すると､警察官は｢イ一夕リア全体がオールドです｣と答えた｡

このような体験を語りながら､アッギェ-エはローマが主に七つの丘の上にある都市だ

と主張し､インドの首都であるデリーを連想している｡実は､デリーにもかつては七つの

丘があったのだったo　しかし､人が住み始める時に丘を崩して平地にしてしまったo　アッ

ギェ-エはそのことを悔しがっていた｡更に､テヴェレ川に沿っているローマを見てアッ

ギェ-エは､ベナレス42を思い出した｡

ローマを出発し､アッギェ-エはフィレンシェに到着した｡フィレンシェは歴史ある街で､

文化的にも重要な貢献をした｡レオナルド･ダ･ヴィンチ､ダンテ､ガリレオらの出生地と

しても有名である｡中世期のフィレンチェは精神的自立や商業富化の中心地であり､特に14

世紀～15世紀にはその風潮は最高潮となった｡現在も残されている城や教会､博物館はか

っての繁栄を思い起こさせる｡フィレンシェのかつての栄耀は一睡の夢のようなもので､現

代では当時の跡だけが残る｡そこで､アッギェ-エは次の詩で想いを語っている(ヒンディ

一語)

42ベナレスはガンジス川の辺にあり､ヒンドゥー教の聖地
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田町東沖打身　　珂町野377m南那　珂泰呼野甲蹄諭罪歯を

巧守打ち詞すW,市町田舟可r軒?/　帥すす不可改訂ぎ　　　　繭qF一

群奇計筒諭軒罰市岡｢音　繭す雪琴qT町ぎ　筒由qTfaZTr3TqWぎ印す

繭3Tq*載耶后郡町繭　訂甲計IWrJlqdl南筒郡汀を…..

``町有野市田町罰軒すす39

(釈)

風景の向こうから突然何か沸きあがって語り掛けてきた｡

美しさを前にしてのあなたの悲しみは､見た目だけを渇望したせいだろうか?

見た目だけを望んだものは､どんなに情熱的に見えても､たいしたことはない｡

自分自身を他の誰かに譲り渡すことで､自他を含めた完全-と近づくのだ｡

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ39

アッギェ-エは旅を続けて､ペルージャ県の丘陵上に築かれた城砦都市であるアッシジ

に着いた｡ 12世紀以来建てられた家の様式は統一されていて時代の変化が見られない｡海

上から1400フィートに位置するアッシジからはティベル川やトビノ川の渓谷が見られる｡

アッシジのフランチェスコに敬意を表して建設したフランチェスコ聖堂とその関連する修

道院などの施設群は荘厳であった｡

イタリアの社会､歴史､文化､人々の暮らし方や生活の仕方などをインドと比較しながら

体験したアッギェ-エは､ギリシャはヨーロッパ文明の父であり､イタリアはヨーロッパ文

明の母であると執筆している｡

スイスに着いたアッギェ-エは風光明婿な景色を語った｡スイスは山岳地帯なので､ヨ

ーロッパの屋根とも言われるが､ヒマラヤ山脈と比べれば大したことはない｡あるイギリ

ス人の教師はヒマラヤとヨーロッパの山を比較して､ヨーロッパの山をにきびのようだと

言い放ったものであるo

なお､別の意味でスイスはヨーロッパの屋根である｡インドでは屋根には貯水タンクを

置いている｡屋根は水源としての意味もあるのである｡スイスから流れ出た水は川とな

り､ヨーロッパのいくつかの国に流れていく｡ライン川､ローヌ川､ポー川はスイスが源

流であり､ドイツ､フランス､イタリア､オーストリアなどを通って流れる｡

そうと言っても､スイスは川の国ではなく､潮の国家である｡ローザンヌ市のレマン湖

で見られる日没は非常に美しい｡バイロンの作品である『シヨンの囚人』の詩で語られて

さらによく知られるようになった｡

スイスは多言語国家で北西はドイツ語､酉と南西はフランス語､南東はイタリア語が使

われているo　しかし､三つの言語の間に文化的､思想的､風習的な関係が相互に結び付い

ている.この例から､多種多様の言語が混在しているインドは多くを学ぶことが出来るo

しかし､アッギェ-エの考えでは､一つの言語に掛酌できずに創造的な文学作品を作る

ことは出来ないo　なぜなら､言語は文化の命だからであるoおそらく､そうした要因でス

イス出身の優れた文学者の数は少ないのである｡
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ベルも汽笛も鳴らなかったが､電車は動き始めていたoあわてて電車に乗ると､既に大

分スピードが出ていた｡アッギェ-エはジュネ-ヴを出発して思想家･哲学者であるカー

ル･ヤスパースと会うためにバーゼルに向かっていた｡

カール･ヤスパースとの会談では､東洋と西洋をはじめ､インドとヨーロッパの思考､

文化･文学の類似点や相違点などについての問答があった｡ヤスパースにヨーロッパに来

た理由を聞かれたとき､アッギェ-エは｢ヨーロッパの文化と我々の文化にいくつかの似

ている点があると思われるので､それを認識するために来た｣と答えた｡話を先に続け

て､アッギェ-エは西洋と東洋､その中間としてのインドという三つの大きな文化が存在

していると語った｡それは､現代の西洋では近代産業文明が中心になっているが､その根

底には宗教文化が存在している｡中国では宗教の重要性がなくて､世俗的な価値観が中心

となっている｡地理的に双方の中間にある我々インドの文化は､信仰と世俗の両方の要素

があるoそして､インドとヨーロッパの理想的な芸術にも違いがあるo例えば､自分の困

難な体験を書き残す場合､インドではすべてが終わってから文章に残すが､ヨーロッパで

は体験中にそれを書くo

ヤスパースと有意義的な論議が終わった後､アッギェ-エはジュネ-ヴに戻った｡

アッギェ-エは旅を続けてパリに着いた｡パリはヨーロッパで最も美しい街の一つであ

り､前世紀からヨーロッパの文化･文学においてパリが中心的な役割を果たしていた｡カ

フェも文化派､文学派などに別れており､髭を生やして仕事をしない若者もいる一方､必

死に詩を執筆している詩人も見かける｡

パリを二分するセーヌ川の河岸を散歩するのはパリの主要な魅力の一つである｡そこで

は､自然の美や愛の生活を営む男女を見ることができる｡けれども､一見したところ､そ

れは恋愛生活ではなく､陽気生活というべきだとアッギェ-エは主張している｡

これ以外にも､当時の近代文明社会では､全ての人は群衆の中でも孤独であるとアッギ

ェ-エは考え､次の詩を詠んだ｡

くヒンディ一語)

師甲丁筒召肯押辞野を

印可舌?,和音ぎ

鵡町有市河和音可す由宇Ta,
a

繭細身罰さき
"町有野師打詔諭す'すす68

(釈)

すべてが無益に沈んでいるo

なぜなら､皆が真実から離れているからである｡

殺したり､死んだりする｡

なぜなら､人生を怖がっているからである｡

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ68

線路はパリからリヨン市までローヌ川を沿って走るo　自然の美しいローヌ川は南フラン

スの風景をより美しくし､河岸のブドウ園もよく知られている｡アッギェ-エはヨン川を沿
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ってエヴェローンまで路面電車で行き､そこから村人が果物､野菜､魚､殺虫剤などを運ぶ

トラックでピエール･ムアールの近くに降りたoそこから歩いて､ピエール･ムアールの石

庵があった森に着いた｡その森に入ると､驚くほどに､平安や崇敬の念が沸き起こるのであ

った｡

そして､旅人であるアッギェ-エは次の詩を詠む｡

(ヒンディ一語)

qT有司奇才街弔辞

繭時好師m訂ぎ衛背赦壱
諭和3TqWも鵬可獣

町有郡司唐有印r淵訂蔓赦壱

和ぎ甲南伶打身
諭繭両町ぎ-:-

"師野市田町罰玩軒中古80

(釈)

しかし私は森の沈黙のように黙り込んでいる--･･-∫

なぜなら､それは私が何者であるかを知らせて､

巨大なものと結び付ける｡

その沈黙は､不変の奇跡､

それはすべてを飲み込むo

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ80

海底や川の土､砂などで国を作られるだろうか?　アッギェ-エは驚嘆すべきこととし

てオランダのことをそのように伝えている｡海を埋め立てて国土を作り､その上では農業

も行われている｡アムステルダムから--グに至る道の両側にはチューリップ､ユリ､ス

イセン､クロッカスなどの花が咲いており､アッギェ-エの目を楽しました｡これは､オ

ランダ人の絶え間ない重労働の成果である｡オランダの気質は国土の維持や戦乱によっ

て､形作られた｡アッギェ-エは旅を続けて､オランダに行き､オランダの社会の特徴や

体験したことなどを紀行文に執筆している｡

アッギェ-エは東オランダのコニデーンという町の大学で行われる『機械化時代と現代

文明の傾向』というセミナーに出席し､それからヴオランダ-ムにある小さく美しい村-観

光に出かけた｡バラの花で飾った村では､伝統的な服を着ている男女の嬉しそうな顔が見ら

れた｡けれども､実はその男女は村人ではなくて､外国から来た観光客であり､材では伝統

衣装を貸し出して賃金を取っていることを知ってアッギェ-エは非常に悲しくなった｡都

市や産業文化はヨーロッパ全体で普及し､村で営まれていた民族文化はその役目を終えて､

現代では観光資源となってしまっている｡伝統文化を売り物にする習慣はアッギェ-エに

とって耐え難しいことであった｡

アッギェ-エはイギリスのロンドンとエディンバラに旅立った｡インド人であるアッギ

ェ-エはイギリス､特にロンドンについては以前から本などでも読んでいたので､ロンドン

の街路の名前も聞きなれないものではなかった｡けれども､実際に目で見たロンドンと本で

読んだロンドンとでは遥かに違っていたという｡ローマ､パリのようなヨーロッパの他の美
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しい街に比べてロンドンは､あまり美しくなく､不潔で､怠惰な印象の街だったが､妙に馴

染みのある街でもあった｡それに対してイギリスの郊外の村は美しく多種多様で､一つの村

を説明するのに一冊の本になってしまうと思ったo

インドが植民地化されたことで､芸術品や考古学的な貴重品はロンドンに持ち去られ

た｡そのためロンドンはインドの文化や芸術が豊富な都市でもある｡特に､大英博物館や

ビクトリア&アルバート美術館は世界的にも有名である｡

スコットランドの首都であるエディンバラでは世界中の文化の博覧会が行われていた｡

アッギェ-エは､デンマークの蹄り､アメリカの劇､インド舞踊､日本の演劇や人形浄瑠

璃､中国の戯曲などを見たoイギリスで起こった産業革命により南スコットランドでは無

差別に工場が建設され､煙が排出され､郊外から来た労働者の住居が並んだ｡数百年の伝

統は姿を消しつつあったo

アッギェ-エがイギリスから出した三通の手紙も集録されているo最初の手紙では､シ

ェイクスピアの作である喜劇の『十二夜』と悲劇の『ハムレット』の切符を買うのに苦労

したことや劇場がどんなに混んでいたかといったことが書かれている｡またロンドンのス

トで交通に困ったことも書かれていた｡

二通日の手紙は湖のことが中心となっている｡ガラスメ-レ湖､ライダール潮などを初

め数多くの潮について書かれている｡そして､アッギェ-エが訪れたワ-ズ･ワースの家

であるダーワ･コテージや､ここで執筆した詩集の『ルーシー』や『ダフオディルズ』な

どについても手紙では示されている｡

三通目の手紙では､イギリスのバースという都市を訪れたことや1世紀頃､ローマの支

配下で温泉などが作られたことなどが中心に書かれている｡

ウェールズを訪れたアッギェ-エは､農家の家に泊まり､その近所の少女が歌ったウェ

ールズの民謡を録音したoすると､一人の年配の男性が出てきて､自分の詩を録音しては

どうかと勧めたので､アッギェ-エは彼の詩も録音した｡後に､農家の家族にその年配の

人はウェールズの国民詩人であるということを教えられた｡イギリスではエリザベス女王

が､ウェ-/レズで詩人を任命する試験があり､合格した詩人には証明書も与えられるとい

う習慣があったことにアッギェ-エは驚いたo

ウェルーズの旅を続けてアッギェ-エはアイルランドに着いた｡インドの独立運動に参

加したアッギェ-エはアイルランドの革命家の伝記なども読んでいたので､インドにいた

時からからアイルランドに行きたいという気持ちを持っていた｡アメリカの13人の大統

領がアイルランド出身であるし､アメリカの独立を発表した新聞のオーナーのジョン･ダ

ンロップもアイルランドの出だった｡この国は独立的な気風の源泉であった｡

一方､アイルランドの人々は議論好きで､様々な話題を討論する環境で育てられてい

る｡そうはいっても､彼らは気の良い性分で､そのことをアッギェ-エは紀行文で紹介し

ている｡また､アイルランドではおとぎ話が盛んに語り継がれていた0

アビスコ-着くまでに､ 800マイルの距離を電車で22時間かかるとアッギェ-エは電車
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に乗って考えた｡ 22時間もの間､窓の外を見てばかりもいられないので､スウェーデンに

ついて書かれた何冊かの本を読み始めた｡本のページをめくりながら､外の風景を見てい

るうちに､未明にアビスコに着いた｡アビスコからストックホルムに向かった｡メ-ラレ

ン潮の複雑な形はストックホルムに様々な美しい眺めを作っている｡また､驚いたこと

に､スウェーデンのある駅では知らない人に見送ってもらってアッギェ-エは､スウェー

デン人の暖かい心に感動した｡

アッギェ-エは､最初大学の寮に泊まったが､翌日は八つの部屋しかない｢作家たちの

ホテル｣と呼ばれるホテルに移動したo移動した理由は､ストックホルムを訪れた作家は

このホテルに泊まる習慣があったからだと紀行文では説明されているoその泊まったホテ

ルは山の坂の途中にあって､近くには山の麓から200フィートの高さを行き来するための

公共リフトがあった｡アッギェ-エは､リフト･オペレーターがリフトを利用する人の顔

をじっくり見ていることに気付いた｡ある日､女性のリフト･オペレーターにその理由を

尋ねると､リフトのプラットホームから飛び降りて自殺する人もいるので乗る人の顔を見

ているのだと答えた｡その答えは､アッギェ-エとオペレーターをしばらく沈黙させた｡

この答えに対して色々な疑問がアッギェ-エの頭に浮かんだ｡

スウェーデンでは夏の日はきわめて長く､冬は終わりがない夜に家が雪に覆われて他の

世界から遮断される.その気侯の影響は国民の気質にも見られるo寡黙で孤独を好み､思

慮深いといった性格を持ち､他人-の干渉を好まない人々である｡先進国でよくみられる

内向的な性質は自信の喪失に繋がるものである｡この傾向はスウェーデンでも見かける

し､当時社会問題となっていた｡

アッギェ-エはスウェーデンで詩会にも参加し､他の言語の詩人と一緒にヒンディ一語

のいくつかの詩も詠んだ｡詩人たちは10年ごとの時代に分けられて､アッギェ-エは

1930年代の詩人だと決められた｡紀行文ではアッギェ-エが詠んだ詩は明示されていない

が､ヨーロッパにいる間に執筆した詩をその詩会で詠んだということは記述されているo

アッギェ-エがスウェーデンにある潮の辺で書いた詩を詠んだ時は､スウェーデン人の詩

人も同じ湖で執筆した詩をアッギェ-エに聞かせた｡韻律と旋律などがヒンディ一語と違

っていた｡

ヨーロッパに来る前にアッギェ-エの頭には作家としてのいくつかの疑問があったのだ

が､満足的な答えはまだ出ていなかった｡詩会に参加した時､何人かの詩人がリンドグレ

ーンという非凡な詩人と会うように勧めた｡

当たり障りのない雑談の後､リンドグレーンとの本質的な対話が始まった｡アッギェ-

エは質問するべきか迷った｡しかし結局､好奇心に負けて｢詩人や作家としてどのような

悩みが最も心配や不安を喚起させるのでしょうか｣と質問を投げ掛け､リンドグレーンの

顔を真剣に見つめた｡このような答えにくい質問に必ずしも回答が得られるとは限らな

く､言い訳をつけてこの質問を言い逃れるかもしれないとアッギェ-エは思っていたoそ

の時のことは､紀行文では次のように措かれている｡
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(ヒンディ一語)

筒弓的打命輸韓faTT軸細を碍頭骨汝3Tq*7TW泰qTFオ

洞野崩歯音相銀細面a/飯岡押丁触甘南ねqT巧両町37T*南野
.3

即さき;訂弔r両町締筒司丁官有‡打訂喝r*郡市相打｢ 375aTを軸It(dJlTTq叱市町有司首

申告〝37Tq'軸甜ぎeT7T耶訂申qTa? 377TT肯軒3m音や有岡す感諦守町37Tq

苛すrす韓軒印す榔3T7TT牙軒東南3TTq'呼号音訳古き南碕諦377.T棚

討て師〝　　　　　　　　　　　　　　``町有雫宇田｢罰両肘中古169

(釈)

しかし､リンドグレーンの反応は予想外だった｡自分が持っていたグラスから私をしばら

くの間じっと見ていて､突然テーブルの上にグラスを強く置き､前に傾けた｡彼の顔もグラ

スの液体のように赤くなり､荒っぽい口調で｢なぜ､このような質問をするのですか?　も

し､私が同じ質問をあなたに投げ掛けたらそれに答える勇気はあるのですか?　私も聞き

たいですが､あなたは死を恐れるのですか?　そして､この質問にあなたの正しい答えは何

ですか｣と尋ねた｡　　　　　　　『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ169

質問には答えられなかった｡この生涯の意味を与えられた一回の生涯で探すことはアッ

ギェ-エの目的であり､死を恐れても避けることはできないので恐れるべきはない｡深夜

になると､友人にホテルまで見送ってもらい､リンドグレーンの態度を謝罪されたo

陽光の元､見渡す限りの森林が続くア-ティツク･サークルから電車で進むと､大小様々

な潮が所々で見かけられた｡アビスコは巨大なト-ネットズスク湖の辺に位置している｡真

夜中には湖の向かい側に白夜の太陽が見える場所で､山などはなく見晴らしはいい｡この辺

りの降雪は激しいので､大きな木は耐えられないo

ト-ネットズスク湖の水面には雪が降っているが､まだ凍ってはいないので積もること

はない｡けれども､そろそろ湖面が凍って､その上に雪が積もる時期である｡フェノッジ

ャワル川はこの潮に流れ込む｡潮は一年の大半は凍りついて､その上に雪を積もらせてい

るが､夏のごく短い間だけ氷は融ける｡岩の上に座って潮を見ていると､後ろの森から蝉

の声が聞こえてきた｡アッギェ-エは､岩に座ったまま周りの静寂さに感動し､その情景

を語っているo遠くから流れてき来たフェノッジャワル川の水はこの辺りで凍り始め､氷

になって流れているこの川はしばらくすると完全に雪に覆われてしまう｡そして､こんな

雪ばかりの地方に生息するこの蝉の季節はわずか数週間であり､この蝉もやがて最後の声

を降り積もる雪の下から出して､消えてしまうのだろう｡

無常観を感じたアッギェ-エは､芭蕉の句を引用している｡｡

(ヒンディ一語)

巧拓舟町軸許可rす

竜打を繭石碑市町由

呼号を簡市軒qTF
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(釈)

やがて死ぬ　　　　　　けしきは見えず　　　　　　　蝉の声

アッギェ-エは岩に座ったまま雪の下を流れる水をしばらく見ていた｡自然の循環は何

か異常なことが起きても､結局は変化することなく､元の循環に戻っていく｡このような

自然の循環が何かに破れるかもしれないという不安をアッギェ-エは覚えた｡そして､そ

の不安は山に積もった雪から感じられたのでアッギェ-エはその不安は山のものだと考え

た｡山の静寂はアッギェ-エの呼び声だったのだ｡

アッギェ-エは山に登ることにした｡道に迷っても頂上かふもとの町を目指せば良いと

考えていた｡道中､枝と枝が絡まっている木々を抜けると､忍耐強い低木が林立し､さら

にそこを抜けると草しか生えていなかったo歩いて行くと土に足が沈み込んだo今は雪が

溶けて草が出ているが､少し前までは雪に覆われていたところだった｡岩の上には融けか

けた雪の水が滑っているが､全部溶ける前に新しい雪が降るだろう｡そして､アッギェ-

エは次の詩を詠むo

(ヒンディ一語)

町有偉軒昂す　帝町3Tqa印打東野　印す同音商材軒打　繭節揃甲骨

泰可町同音泰筒TTぎ　町有飯石すき訂耶打;耗罰軒命諭市　由可部甜碍耶軒

桶をqTW3T7TT雪琴印す繭3TrGT　辞市町碕壱政　論耐守衛a'河岸打
ty

すモ巧印す市田｢可市街3F街筒音3Tqa町市町軒　を召蓉Tr呼称繭可

罰軒南　3Tqa綿百恵打壱　　　　　　　　　"町有雫印可｢罰芳軒'申す178

(釈)

いつか､自分だけしかこの悲哀を知ることがなくなるだろう?　しかし､他人の作品は忘

られることはない｡いつか､何も出来なくなって無力になるだろう｡しかし､ことをなした

ら､その悲哀を私は思い出すことはないだろう?生涯!力のために､その悲哀を思い出

したくはないか?　いつか､私の敗北は私を海のようにするだろう｡その歌を私は詠む｡

『ェク･ブンド･サフサ･ウッチリ』ページ178

山を下りてホテルに戻ったが､超越的な経験の影響は強く残っていた｡ 25年前の独立運

動の最中イギリス軍に拘留されていた時に抱いていた疑問､その疑問を表現するために試

行錯誤して詩､小説､戯曲などを生み出してきたo　しかしストックホルムでプラットホー

ムを飛び降りて自殺する人や生死の質問に対するスウェーデン人の詩人の予想外の反応は

再び同じ質問にもたらした｡世捨て人として､誰かの目にも触れることなく死を迎えた

ら､どのように感じられるだろう?死とは人生からの開放であり､至福の瞬間であろう

が､その時､人生に対する執着が存在するだろうか?　人生に執着しない人々ならこの瞬

間を分析し､死のこの瞬間は人生の頂上であると考えるだろう｡けれども､死の瞬間だけ

を取り出して世捨て人はどのように考えるだろうか?このことについては､常々考えて

いることであって､そのような世捨て人が無人島やトンネルの中で孤独に死んでいくこと

を想像した｡

137



しかし､こうした想像は超越的で､この思索の一部分を作品にすることは出来るが､そ

の全貌を語ることは出来ない｡これはアッギェ-エにとっての旅のようなものであり､同

行者はいないのである｡

デンマークに到着した｡春休みだったので､空いていた大学の寮に泊まった｡デンマー

ク人は活発で社交的である｡そして､デンマーク人はハンス･アンデルセンの童話に誇り

を持っている｡

真夜中にバジャルから電車に乗った｡周りを見ると､車内に他の乗客は一人もいなかっ

た｡寂しい電車はライン川に沿った線路を走っていた｡夜中の空はインドの空と違った感

じがしたoインドでは､星で満ちて空が美しく見えるが､ヨーロッパでは星は一つ､二つ

しか見えず､月が見えたとしてもおぼろ月である｡

アッギェ-エはいつの間にか寝てしまった0　日が覚めると､電車はフランクフ′レトやラ

イン川から離れて酉の方に進んでいた｡西ドイツの都であるボンに到着したが､ボンは首

都のようには見えなかった｡古い民家を改装したホテルに泊まった｡

ボンの伝統的な音楽は､ヨーロッパのクラシック音楽では重要な位置付けである｡ボン

のホールでは定期的にコンサートが開かれるo　ボンはベートーヴェンの出身地でもあっ

て､彼の家と生まれた部屋は当時のままに保存されている｡

以上が『ェク･ブンド･サフサ･ウチリ』の内容の要約である｡イタリアから始まったア

ツギェ-エのヨーロッパの旅の記録は､ドイツで締め括られることになる｡アッギェ-エ

はこの旅を通して語ることの人生における意味-の疑問などを措いたり､ヨーロッパの自

然の中で感じられた無常観を芭蕉の俳句を通じて括写したりしたのであるo

『ェク･ブンド･サフサ･ウチリ』という紀行文はヒンディ一語の読者にとって､アッ

ギェ-エがただヨーロッパの文化や習慣､風景をそのまま語った作品というよりも､むし

ろ過去や現代のヨーロッパ社会をインド社会の文化人という立場から批評した作品である

という意味合いが強い｡更に､本作晶で学者としてのアッギェ-エの成熟した思想や思考

もヨーロッパ社会に触れることでより鮮明に執筆されていると読み取ることができる｡
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